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絵表示の例 


A 記号は、ミち意（警告を含む）を促ず内容を告げるちのです。図の中や近 
くに具体的なま意内容（ち図の場合は感電ま意）が描かれていまず。 

Q 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものでず。図の中 
や近くに具体的な禁止巧容（ち図の場合は分解禁止）が描かれていまず。 

参記号は、行為を強制すること（必ずずること）を告げるものです。図の中や 
近くに具体的な強制内容庙図の場合は載也を取り出ず）び描かれていまず。 



ま全上のご注意 


ご使用の前に r 安全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。この 
「安全上のごを意」は製品を安全に正しく使用していただき、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、重要な内容を記載しています。お 
読みになった後は、お使し n こなる方がし>つでも見られるところに必ず保管してくだ 
さし、。 

表示と意味は次のようになっています。 


A 警告 

A 


この表示を無視して、誤った取り巧いをすると、人が死亡 
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

- この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害 

B を負う巧能巧が想定される内容および物的損害の発生が想 

定される内容を示しています。 


必® € 

_ J 
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A 警告 


(スピードライトじついて） 


分解禁止 


分解したり修理-改造をしないこと 
感電したり、異常動作をしてケガの原因となりまず。 




落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に手を触れないこと 


感電したり、破損部でヶ乃をずる原因となりまず。 

接ミ裏 It 電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼してください。 


€ 

g 泡を巧る 

〇 


熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り出すこと 
そのまま使巧ずると义災、やけどの原因となりまず。 

電池を取り出す陵、やけどに十分注意してください。電池を抜いて、販売店または当社ヴービ 
ス機関に修理を依頼してください。 


水かけ禁止 


水につけたり、水をかけたり、雨にめらしたりしないこと 
発义したり感電の原因となります。 


〇 


引火、爆発のおそれのある場所では使用しないこと 

プ□パンガス、ガソリンなど引火性ガスやお塵の瓷をする場所で使巧すると爆発や义災の原因 
となりまず。 


0 


車の運転者等にむけてスピードライトを発光しないこと 
事故の原因となります。 


0 


スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 
視力障害の原因となりまず。 

特に乳幼児を撮影するときは1 m じ上離れてください。 


A 


幼児の口に入る小さな付属品は、幼巧の手の届かないところに置くこと 

巧巧の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


おを前に 
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® ま全上のご注意 -っづき一 


0 発光部を人体やものに密着させて発光させないこと 
やけどや發义の原因とな D ます。 

発光《止 


A ミま 



(スピードライトについて） 


A めれた手でさわらないこと 

感電の原因になることがあります。 

巧 g ま* 


A 製品は、幼巧の手の届かない所に置くこと 
/ ■ \ ケガの原因になることがちりまず。 

巧をま意 


A 強い衝撃を与えないこと 
い\ 巧部が故障し、はれつ、凳义の原因になることがありまず。 

ま意 


0 シンナーやベンジンなどの有機落剤を使ってふかないこと 

また、ナフタリン、しょうのうの入った場所に保管しないこと 

プラスチックケースが割れて义災や感電の原因となることがあります。 


保营するときには電油を外すこと 
発义、液もれの原因となることか’ありまず。 

S 巧を取る 


A 警 


胃（軍化について） 


電池を火に入れたり、加熱しないこと 
'〇/液もれ、瓷熱、破留の原因となります。 

禁止 



電地をシヨート、分解しないこと 
液ちれ、瓷熱、破裂の原因となりまず。 


A 電池に表示された警告-ま意を巧ること 

/•\ 液ちれ、お熱、破裂の原因となりまず。 





























己 



^ はじめ に 

■このたびはニコン SB -50 DX をお買い上げいただまあ 0 がと 5 ございます。 

ごほ用の前にこの r 使用説明書 J をよぐお読みの5え、十分に埋解してか S 正 

しくお使いください。 

SB -50 DX は、次のよ5な機能•特長を備えています。 

•使用するカメラとレンズとの組み合わせに応じて、各種 TTL モードでの撮影 （ i ^ P . SO ) や 
マニュアルフル発光撮影日）が可能な、ガイドナンバー22 (照射角3已 m 時、 
に0100 - m 、 2日で）の高性能スピードライトです。また、ニコンデジタルー眼レフカメ 
ラと組み合わせた攝合、 D - TTL モードでの撮影が可能です№31). 

•才ートパワーズームにより、照射角が使用レンズの焦点距離 （24 mm 〜已 0 mm ) に連動し 
ます（一部のカメラとレンズの組み合わせ時を除く隨 P .20)。 さ5に、内蔵ワイドパネル装 
着時には、照射角が 14 mm になります 0^ P .21)。 

•フラッシュヘッドが上方向90。か5下ち向1がの範囲で回転し、バウンス撮影（隨 P .44) 
や近接撮影 O ^ P .47) を簡単に巧ラことができます。 

•スピードライト内蔵一眼レフカメラと組み合わせて使巧すると、2灯発光（内蔵スピードラ 
イトと SB - 已 0 DX ) 撮影が行えます（屈 P .4 日•日8)。また、2灯発光（バウンス）撮影時に 
便利な減光板知 P .4 日）を標準装備しています。 

•増灯撮影時には、ワイヤレス増灯撮影№52)ち可能です。 

• 付属のホ列パネル SW -9 IR を装着すると、 SB - 已 0 DX を赤外線リモートコマンタ’一として使 
用でさます O ^ P . 日7)。 

• 周囲が暗い攝合でち操作しやすいよラに、表示パネルにイル S ネーターを備えています 
№12).また、背面表示に蓄光性塗料を使用しています（应 P .10)。 
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^ ご確認〈ださい 

■ 保証書について 

この製品には保話書び添付されていますのでご確認ください。 

■保証書の詳細につをましては、 P .73 の r アフターサービスと保証について」をご覧くだ 
さい。 

■ ほ用説明書の再発巧は当社ヴービス機関へ 

使用説明書の内容び破損などによって判読でをな<なったとさは、裏面の当社サービス機 
関にて新しい使用説明書をお求めください（有料)。 

■撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海が旅行など）をするとをには、必ず試し撮りをして、スピードラ 
イトび正常に機能するかを事前に確認してください。 

-本製品の故障に起因する付随的損喜（撮影に要した諸費用及び利な喪失等に関する損害） 
についての補償はご容赦願います。 

■ 定期的に点巧ヴービスを受けて<ださい 

スピードライトは精密機械ですので、1〜2年に1度は定期点検を、3〜已年に1度はオーバ 
ーホールされることをおすすめします（有料)。 

-特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

-点検整備を巧頼される際は、より安むしてご愛用いただけるよラー緒にお使いの力;ラ 
やレンズ等ち併せて点検依頼されることをおすすめします。 

■ 本製品を安むしてご®用いただくために 

本製品は、当社製の力;ラ及びレンズなどのアクセサ U —に適合するよラに作5れており 
ますので、当社製品との組み合わせでご使用ください。 

■他社製品との組み合わせ使用により、事故、故障などび起こることをございます。 

■ 付属品について 

この製品には次のよラな付属品び同個されていますのでご確認ください。 



巧影前に 
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1 . 電池を入れ、電池容量を確認します。 . 

2. カメラに取り付けます。 . 

3. 照が角をセツトします。 . 

4. カメラと SB - 已 ODX のモードをセツトしまず。 

己.撮影します。 . 


安全上のごを意 . 

はじめに . 

ご確認ください . 

各部の名称とをなはた5を 

表示パネル . 

レンズについて . 


撮影の基本ステップ 


P .1 已〜2已 


コラム：作例写真（バウンス撮影） . P .14 


撮影前に 


P .2 〜13 


コラム：作例写真（近接撮影) . P .26 


各機能の詳細 _ P .27 〜41 

露出モードび S 、 A 、 M での撮影 . P ぶ8 

発光モード P 29 

TTL / D - TTL モードでの撮影び可能なカメラ . P .32 

マニュアルフル発光撮影 . P .3 己 

ズ ー S ングによる絞りの変化 . P .3 巨 

ガイドナンバー . P .37 

露出補正 . P .38 

調光補 IE . P .39 

暗い被写体を AF で撮影ずるには . P .40 


コラム：作例写賣（調光補正) . P .42 



6 8 0 2 4 
112 2 2 
P P P P P 


2 6 7 0 2 3 
-P P P 
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SB- 已 ODX の取 0 扱し、につし、て . P. 巨 8 

電池の取り扱いについて . P. 巨目 

故障かな？と思った 5 .P.70 

アフターサービスと保話について .P.73 

tt 様 .P.74 

索引 . P.76 










バウンス撮影 . P.44 〜 4 巨 

1 口発光によるバウンス撮影 . P.45 

SB- 已 ODX と内蔵スピードライトの 2 口発光によるバウンス撮影 . P.46 

近接撮影 . P.47 〜 49 

増巧撮影 . P. 己〇〜 60 

ワイヤレス増な撮影 . P. 已 2 

ホか線リモートコマンダー撮影 . P. 已 7 

吕口発光撮影 . P. 已 8 

TTL コードを使用する増灯撮影 . P. 已目 

増なアクセサ U—.P.60 


応用撮影 


P.43 〜62 


巧お前に -おおの基本ステップ 




スピ—ドラ V 
































^ 各部のを祿と主なはたらき 

①飞^- 感 



③④ 感⑥③ ④⑩⑩⑩⑩@ ©饭⑩®® 
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①フラッシュヘッド 陵 P.19 

上方向9日°か b 下方向18°の範囲で回 
転させることびできます。 

感 ワイドノはル ^ P .21 

フラッシュヘッドに取り付け、焦点距離 
1 4 mm のレンズ画角に照射角を広げま 
す。また、近接撮影時にち使用します。 

感アクテイブ補助光窓 应 P .4 日 

オートフォーカス撮影時、被写体び暗い 
場含にはピン ト 合わせをするためのァク 
テイプ補助光を自動的に照射します。 

④ 減光お 邮 .46 

2灯発光（バウンス）撮影時、内蔵スピー 
ドライトの光を弱めます。 

感操作ボタンの組み合わせ早見表 

‘ TTL 調光アンダー量の再表示 屈 P .2 已 

• アクティブ補助光の照射禁止 屈 P .41 

- サウンドモニタのキャンセル 万4 

減光板を持ち上げると、操作ボタンの組 
み含ねせ早見表びあじます。 

衝カメラ連動接点 

③内蔵スピードライト検出レバー 

i ^ P .46 ■己已■已8 
スピードライト内蔵カメラに取り付けて 
内蔵スピードライトを併用して撮影する 
場合、内蔵スピードライトを自動的に検 
出します。 

(D ワイヤレススレーブセンサー窓 应 P . 日2 

ワイヤレス増灯撮影時、マスタースピード 
ライトの発光を検知します。 

感 フラッシュへッド回転角度目盛 应 P .18 

通)表示パネル 应 P . に 


⑩レデイライト 屈 P .1 目 -2 己 

充電完了時に点灯します。また、 TTL/ 
D-TTL モードでの撮影時にフル発光し、 
露出不足のおそれびある場合、発光後に 
点滅して警告します。 

返） FLASH ボタン 廊 P.1 巨 

テスト発光を行ラ時に使用します。 

颇 イルミネーター/ SLAVE ボタン 

应 P . 12/已2 

表示パネルのイル S ネーターを点灯させ 
ます。また、約1秒間巧し続けるとワイヤ 
レスモードにセットされまず（ワイヤレ 
ス増な撮影時のみに使用します)。 


颇 ON/OFF ボタン 应 P .1 巨 

频ーボタン 应 P .39 

調光補正をセットする場合に、光量補正 
値を減少させる時に使用します。 

(§) + ボタン 臨 P .39 

調光補正をセットする場合に、光量補正 
値を増力にせる時に使用します。 

频 MODE ボタン 应 P .22 

発光モードをセットする時に使用します。 
願 Z 日 0 M ボタン 屈 P .20 

照射角をセッ K する時に使用します。 

願□ツクレバー 屈 P .19 

翅) 電池ぶた i ^ P.l 巨 

领 取り付け脚 

楚）□ツクプレート 应 P .1 目 

(§> ホ外パネル SW -9 IR i ^ P .57 


フラッシュヘッドに装着すると、赤が線 
U モートコマンダー撮影び行えます。 


國ゾモ背面表お 

周囲び暗い場合でを操作しやすいよラに、背面表示には蓄光性塗料を使用しています。 


お影前に 
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■表示パネルの表示巧客 

• この図は説明のために全表示を点灯させた状態を示しています。 

® - 




感 

④ 

感 


® — 

①発光モード表示 


陣 P.22 


D : D-TTL モード表示 
皿： TTL モード表示 
田：マルチエリア日 L 調光表示 
固： TTL - 己 L 調光表示 
m ;マニュアルフル発光表示 
感ヮイドパネル表示 屈 P .48 

( 3 ) ワイヤレスモード表示屈 P . 已2 
® ヴウンドモニタ日 FF 表示屈 P . 已4 


■ - @ 

風上方向/2灯発光（正面位置）表示 i ^ P . l 身/己8 
麼アクティブ補助光強制禁止表示 应 P .41 

③調光補正表示 应 P .39 

( 8 ) TTL 調光アンダー表示 松 P .2 日 

感 TTL 調光アンダー量表示/光量補正値 

应 P .2 己/39 

颁下方向（近接撮影）表示 p ^ P . l 目 

⑩内蔵スピードライト表示 应 P .4 巨-己 8 

猶照射角表示 应 P.2 日 


■表示パネルの特性 

• 表示パネルの液晶には指向性びあります。斜め上か日見ると読み取りにくくなりますび、 
やや下の方向から見ると読み取りやすくなります。 

•約6び C 政上の高温下では、一時的に液晶表示び黒くなることびありますび、常温に戻机ま’ 
表示ち正常に戻ります。 

•ほ温下では液晶の応答速度び多少、遅くなり、表示び読み取りにくくなったり、表示の切り 
換わりに時間びかかったりすることびありますび、常温に戻れば正常に戻ります。 


■イル S ネーター 

• 周囲び暗くて表示パネルの表示が読み取りにくし場合に、 S 巨-已日 DX の電源び日 N の状態で 
イルミネーター ( SLAVE /々-) ボタンを巧すと、イルミネーターび点灯して、読み取りや 
すくな0ます。ちラー度イルミネーターボタンを巧すと消打します（点打後何ち操作しな 
いまま約1目砂経過すると自動的に消灯します)。 


^ 表示パネル 


田画岡阻^- 



NOAF-ILL 


TTL 


③憂®⑩⑩ 
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レンズについて 


ニッコール レンズには、 rcpu 内蔵 ニッコール J と rcpu 内蔵 ニッコールな か J の 
レンズがおりまず。この淀 巧 説明書では、それぞれのレンズを W 下の よ 5に分類して 
説明していまず。 


巳 PU 内蔵ニッコール 
(巳 PU レンブ） 

G タイプレンズ 

D タイプレンズ 

G タイプおよび D タイプじ(外の AF レンズ 
( F 3 AF 用を除く） 

Ai - P レンズ 

巳 PU 内蔵ニッコール！;(外 

Ai - S レンブ 

な氏: PU レンブ） 

Ai レンブ 


シ U —ズ E レンズ等 


■ CPU レンズの見分け方 

• CPU レンズには CPLH 言号接点、びあります。 



■ G タイプレンズについて 

• レンズ本体には絞り U ングび無く、被写体までの距 
離情報をカメラボディへ伝達する機能びあるレンズ 
です。ただし、装着ずるカメラによっては、使用で 
をる露出モードに制限びあります（詳細は白タイプ 
レンズの使用説明書をご覧ください)。 



■ D タイプレンズについて 

•被写体までの距離情報をカメラボディへ伝達する機 
能びあるレンズです（詳細は□タイプレンズの使用 
説明書をご覧 < ださい)。 



巧影前に 
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通常のスピードライト撮影 
(内蔵スピードライトのみ） 














撮影の基本ステップ 



ここでは、さステップのをページに基本的な操作手順を説日月していまず。 
SB - 已 ODX を初めてお使いになるちでも、をべージを順にお読みいただ 
ければ、簡単にスピードライト撮影び行えまず。また、ちぺージは関連 
する内容を説明していまず。 



o 


電池を入れ、電池容量を確認します t 


S 目-已日 DX には 3 VIJ チウム電池 
に R 123 A 、 または DL 123 A タイプ） 
を2$使用します。他の雷せ、雷原は使 
用でさません。 





電池ぶたを開けて、電池室内の+—の表示にし 
■たびって電池を入れ、電池ぶたを押さえなび6 
スライドさせて閉じます。 

• 吕本とも同じメーカーの新品電池を使巧してください。 




〇 ON / OFF ポタンを}甲し、レディライトの点巧 
を11詔しまず。 


• レディライトび点灯するまでの時間び約3日秒を超 
える場合は、電池を5^して<ださい。 


ま意 電池の保管のごを意 

電池は幼児の手の届かないところに置き、万一、お子様び飲み込んだ焉合は、ただちに医師 
と相談してください（安全上のご注意屈 P .2、 電池の取り扱いについて 


Q ここをチェック！ 

• 海外等へお出かけの際は、予備の電池をご用意ください。 


國メモテスト発光 



電源を日 N にして、レデイライトび点好するのを確認 
してから FLASH ボタンを巧すと、テスト発光を行う 
ことびできます。マニュアルフル発光（屈 P .3 己）時 
は！/]のフル光量で発光します。 TTL / D - TTL モー 
ド OP .29) 時はフル光量の約]/1日の光量で発 
光します。テスト発光を行ラ場含は、発光部に目を 
近づけないよラご注意ください。 
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■ ON / OFF ボタンとスタンバイ機能 

• 日 N / 日 FF ボタンを 一度 巧すと電源は 日 N となって表 
示ノ な ルび点灯し、もう一度巧すと電源は 日 FF とな 
って表示ノ くネルび消灯します。 

• スタンバイ機能により、 S 巨-日日 DX の操作をしない 
まま約40秒経過すると、電源は自動的に OFF にな 
ります。また、ワイヤレスモード（应 P . 曰 2) にセ 
ットした時、カメラに取り付けた場合は通常時と同 
様に約4日砂経過すると電源は日 FF になりますび、 
スレーブスピードライト（屈 ' P . 日 2) として使用す 
る場合は約1時間に延長されます。 

• TTL/D-TTL モードでの撮影び可能なカメラ 
(屈 P .32) に装着されている場合、カメラの半巧し 
タイマーび OFF になると、 S 日-已日 DX の電源もスタ 
ンバイ日 FF になります。 

• スタンバイ機能で 日 FF になった電源を 日 N にするに 
は、 S 巨-目 日 DX の 日 N/OFF ボタン、または FLASH 
ボタンを押しますにの時、 S 巨-己 日 DX は発光しま 
せん)。また、 TTL / D-TTL モードでの撮影び可能 
なカメラに装着されている場合は、カメラの半巧し 
タイマーび 日 N になると、 S 巨-己 0DX の電源 も日 N に 
なじます。 

• スタンパイ機能は解除することびでをません。 



n ： 


ON / OFF ポタンで電源を OFF にしてくだをい 


S 己-百日 DX をスタンバイ機能で電源び日 FF になった状態でバックなどに入れて持ち運ぶと、 
誤発光や誤動作、電池の消耗などのおそれびありまずので、完全に電源を日 FF にしてくださ 
し、。完全に電源を日 FF にするには、表示パネルび点打している状態で、日 N / 日 FF ボタンを 
押し、表示パネルの消:なを確認してください。 


■巧光間隔と電池交換の目巧 

• マニュアルフル発光後に次の発光び可能になるまで 
の時間は、約3百秒です（新品電池使用時)。 

•発光後、レディライトび点灯するまでの時間び約 
3日砂を超える場合は、電池を交換してください。 
また、約40秒経過してもレディライトび点打しな 
し'!場合は、電源び日 FF になります。 

•発光回数は、新品電池を使用して約2日日回（マニュ 
アルフル発光時）です。 



据おの基本ステップ 
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o 


カメラに取り付けます。 


SB - 已日 DX およびカメラの電源を 
日 FF にして、 S 巨-己 ODX をカメラに 
取り付けます。 




1 SB - SODX およびカメラの 電源を OFF にしまず。 



2 SB -50 DX をカメラに取り付け、□ックレバー 
をイラストのち印のち向に回してロックしまず。 

•取り列す時は、□ックレバーを逆の方向に回し、 □ 
ックを解除してください。 



3フラッシュヘッドを正面水平にセットしまず。 

• フラッシュへッドの回転角度目盛をぴに合わせます。 



18 







































■□ツクレ パー 


• S 日-已〇 DX を力方ラに取り付け、□ックレバーを矢 
印の方向に回すと、 S 巨-己日 DX の□ックプレートび 
カメラのアクセサ U - シューを巧さえ、不用意に外 
れるのを防ぎます。 

■フラッシュベッド 

• 通常の撮影ではフラッシュへッドの位置は正面水平 
ですび、バウンス撮影 （•^ P .44) や近接撮影 
(•^ P .47) などの場合、上方向目日。か5下方向 
18°の範囲でフラッシュヘッドをセットすること 
びできます（上方向目 cr 、7已°、已 cr 、正面 
下方向 18- にク IJ ック位置びあります)。 

•正面！;!州こセットすると表示パネルに、上方向の場 
合は■び、下方巧の場合は諫び点灯します（下方 
向でワイドパネルび装着されていない閒ま、ワイド 
パネ J レの使用をすすめる’、び点滅します f ^ PAS ). 
•詳しくは、 P .44 の r フラッシュヘッドの回転角度」 
をご覧 < ださい。 

■ファインダー内レディライトの点滅 

• カメラのファインダー内レディライトび点滅してい 
る時、下記の場合を警告しています。 

- SB - 已 ODX が確実にカメラに取り付け5れてい 
ない場合 （ FE 10 をのぞく）。 

. カメラにセットしたフィルムの旧0感度が高感 
度側にフィルム（撮像）感度連動範囲がの場合 
( E グループおよび AS -17 を装着した F 3 シリー 
ズ、 FM3A をのぞく F グループカメラの場合 
应 P.33 )。 




滯 


國メモフイルム（撮像）感度連動節囲 


TTL / D - TTL モードでの撮影び可能なフイルム（撮撒）感度連動範囲は、最大でに日感度 
2已〜1白日日です。ただし、このフイルム（撮撒）感度連動範囲は、使用する力;<ラによつ 
て異なります（詳細は力;ラの使用説明書をご覧ください)。 
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煩巧の备本ステッブ 





































o 


照射角をセットします。 


SB - 日 ODX は、照射ちが 24 mm 、 
28 mm 、 3己 mm 、 日 0 mm の4段階に 
変化します。また、ワイドパネルを 
装着すると1 4 mm に固定されます。 




皿田 


ZOOM 


fibmm, 


Ri 


FL 


:。 經 35 麵 



SB -50 DX にデジタルデータ通信を行ラカメラ 
■ と CPU レンズを組みをわせてほ巧ずる場合、 
照おちび自動的にセットされまず。これをオー 
トパワーズームといいまず。 


• レンズの焦点距離び 24 mm 、28 mm 、35 mm 、 
已日 mm 政外の場合は、使巧レンズの焦点距離に最も 
近い広角側の照射角にセットされます（下表参照)。 

• 表示; てネルの照射角表示に M 表示び点灯していない 
場合、照射角はオートパワーズームによりセットさ 
れています。 M 表示び点灯している場合は 、 ZOOM 
ボタンを数回巧して M 表示を消灯させて<ださい。 

• 意図的に照射角を変えたし谓合は、マニュアルで照 
射角をセットす ることを 可能です（ち ページ)。 

•ワイドパネルを装着、またはフラッシュへッドを正 
面政外にセツトするとオートパワーズームの作動は 
停止します。 


CPU レンズの焦点距離またはズーム位置 

才ートパワーズームの•嗎射ち 

24mm 〜 27mm 

ZOOM 24mm 

2百 mm 〜 34mm 

ZOOM SSmm 

35mm 〜 49mm 

ZOOM 35mm 

50mm 〜 

ZOOM 50mm 


主意 照射角とガイドナンバー 

セットする照射角によって、ガイドナンバーび異なります (^ P .37 )o 


^ゾモデジタルデータ通信 

使用するカメラび A 、 巨グループカ方ラ、ニコンデジタルー眼レフカメラの場含（屈 P .3 呂)、 
SB - 日日 DX とデジタルデータ通信を行います。 CPU レンズを装着すると、力方ラを通してレ 
ンズに関する焦点距離情報などび SB - 已日 DX に自動的に伝え5れます。 
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■マニュアルで照射ちをセットずる場合 

• オートパワーズームを使用しないで照射角をセット 
する時や、オートパワーズームび作動しないカメラ 
やレンズとの組み合わせの場合は、 ZOOM ボタンを 
押して照射角をセットします。 

• 之日 0 M ボタンを押すごとに、照射角は 24 mm 、 
28 mm 、 3日 mm 、 已日 mm の4段階に変化して、表 
示パネルに表示されます（ワイドパネル使用時は 
]4 mm 固定)。オートパワーズームび作動する力; 
ラとレンズの組み合わせの場合は、己日 mm の次に 
一度才ートパワーズームび作動し、さ日に Z 日日 M ボ 
タンを巧すと 24 mm にセットされます。 

• マニュアルで照射角をセットした場合、表示パネル 
の照射角表示にマニュアルを意味する M 表示び点灯 
します。 

• 通常はレンズの焦点距離と同じ照射角、または焦点 
距離に最も近い広角側の照射角にセツトします（左 
ページの表と同様になります)。 


■ワイドパネル 

• 使用するレンズの焦点距離び14〜 33 mm の場合は 
ワイドパネルを使用してください。 

• フラッシュへッドの下部に収納されているワイドパ 
ネル全体をまっすぐ引き出し、フラッシュヘッドに 
装着すると、照射角び] 4 mm になります。表示パ 
ネルの表示は自動的に 14 mm に変わ0、オートパ 
ワーズームの作動は停止します。 

•ワイドパネルを収納するには、フラッシュへッドか5 
ワイドパネルを倒し、まっすぐ奥まで押し込みます。 

•一般的に] 4 mm レンズを使用した撮影では、力; 
ラから撮影画面中むの被写体までの距離に対して、 
撮影画面周辺の被写体までの距離び著しく遠くなり 
ます。これにより、条件によっては撮影画面周辺の 
被写体び十分に照明されなし鳩合びあります。 


Hj 主意バウンス撮影善の照射ち 

照射角は、バウンス撮影（屈 P .44) や近接撮影（刮马47)など、フラッシュヘッドを上方 
向にセットすると己日 mm に、下方向にセットすると 24 mm に自動的に固定されます。ただ 
し、ワイドパネルを装着すると上方向、下方向共に、 14 mm に固定されます。 
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振おの基本ステップ 









































o 


カメラと SB -50 DX のモードをセットします。 


発光モードを TTL / D - TTL モードに 
セットすると、撮影状況に応じて発 
光量が自動的に制御される各種 TTL 
調光撮影が行えます。 



# 1。刪 

——^ 1 

齡 

V — ^ 



カメラの露出モードをプ□グラムオート （ P )、 測 
’巧モードをマルチパターン測巧にセットします。 

•プ□グラムオート （P) び使用でをない場含は、他 
の露出モードを使用して<ださい （>^ P .28)。 また、 
マルチ;て夕ーン測光び使用できない場合は、中央部 
重点測光を使用してください。 

•シャッタースピードは、自動的に同調シャッタース 
ピードにセットされます（詳細は力;ラの使用説明 
書をご覧ください)。また、シャッター優先オート 
CS ) やマニュアル Cm ) の場含、同調シャッタース 
ピードよりほ速側にセツトすることち可能です。 


OM MODE H 

r 

|D 田!田固の 1 

DOC 

二 j 

1 ZOOM •, 

金 


_ r — ► 1111 田 —1_ 

^ im 励 ^ 


im 固 




uiMUiRi 

^~~► nmi fj^ — J 


D 田!田 
Dim 固 
四 ] ^ — Dim 


O 発巧モードを TTL / D-TTL モード （陪 P .29) 
L - にセットします。 

• MODE ボタンを]回巧すごとに、マルチェ U ア日 L 
調光皿田または TTL - 己 L 調光皿固、スタンダード 
TTL 調光田!、マニュアルフル発光四にセットされ、 
表示パネルにそれぞれのモード表示び点灯します。 
表示パネルに、皿田、皿固、皿のいずれかび点 
灯した場含び TTL モードにセットされた状態です。 

• ニコンデジタルー眼レフカメラと組み合わせた場合 
は、 D-TTL モード（降 P .31) となり、表示パネル 
に D - TTL モードを示す D 表示び点灯します。 

•使用可能な発光モードは、カメラ、レンズ、露出モ 
ード、測光モードとの組み合わせにより異なります 
(詳細は P .3 吕の表とカメラの使用説明書をご覧くだ 
さい)。 
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^ y モ TTL によるスピードライト自動調光 

力;><ラのシャッターボタンを巧し、スピードライトび発光すると、スピードライトに照 5 さ 
れた被写体か 5 の反射光を、カメラびレンズを通して測光し、適正露出になるように発光量 
を自動的に制御します。 S 巨-己 ODX は、使用するカメラ、レンズ、露出モード、測光モード 
の組みをわせにより、主要被写体と背景光のバランスを考慮してコント□ールする、マルチ 
エリア巨 L 調光 （屈 P.29) や TTL- 巨 L 調光 （屈 P.30) による撮影び可能です。また、二]ン 
デジタルー眼レフカメラと組み合わせて使用する場合は、 D - TTL モードによる撮影び可能で 
す。ただし、使用するカメラによつ口ま TTL / D - TTL モードでの撮影び行えない場合びあり 
ます（マニュアルフル発光撮影を斤ってください屈 P .3 己)。 


n ： 


マルチエリア BL 調がと TTL - BL 調がのいずれにもセットでをない場を 


S 巨-己 ODX 単体（力;><ラに未装着の状態）の時や、 
九:^ラ、 レンズ、露出モード、測光モードの組み合 
わせにより、使用可能な発光モードびスタンダード 
TTL 調光（应 P .3 日）とマニュアルフル発光のみの場 
合（詳細は P .32 の表とカメラの使用説明書をご覧く 
ださい）は、マルチエリア己 L 調光と TTL - 巨 L 調光の 
いずれにをセットすることびでをません。 MODE ボ 
タンを]回押すごとに、スタンダード TTL 調光、マ 
ニュアルフル発光にセットされ、表示パネルにそれ 
ぞれのモード表示び点なします。 



f ~► till — \ 

^ — EH <~^ 

f 1 皿 m\ 

i ZOOM^ 




撮おの基本ステップ 
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0 


撮影します。 


カメラのシンク□モードをセット 
し、レディライトの点灯を確認して 
撮影します（詳細はカメラの使巧説 
明書をご覧ください)。 




1カメラのシンクロモードをセットしまず。 

• 通常の撮影では、先幕シンク□にセットしてくださし、 
• シンク□モードをセットすることびでさないカメラ 
の場合は、自動的に先幕シンク□になります。 


2構図を巧めて、ピントををわせ、レディライト 
L . の点なを確認して撮影します。 

• SB - 已〇日 X の充電び完了して撮影び可能な状態にな 
ると、 SB - 己 ODX のレデイライト点灯と同時に、力 
メラのファインダー内レデイライトち点灯します。 


〇ま意 D 1 シリーズ巧時のシンク□モードについて 

D 1シ U -ズをほ振動モードにセットして SB - 百日 DX と組み合ねせて使用する場含は、後幕 
シンク□モードにセツトしてください。 


〇ミ主意 F 90 シ y — ズはを幕シンク□にセットでまません 

F 90 シ U - ズは後幕シンク□を備えていますび、 SB - 已〇 DX と組み合わせて使用する場合、 
後幕シンク□にセツトすることはでをません （ F 9 日 X シ U - ズでは使用可能です)。 
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■免光直をのレディライト点滅 

• TTL / D-TTL モードでの撮影時 に SB - 已日 DX びフル 
発光して露出不足のおそれびある場合、撮影直後に 
SB - 已 ODX およびカメラのファインダー内のレディ 
ライトび約3秒間点滅して警告します（使用する力 
方ラにより SB - 己日 DX のみ、またはカメラのみび点 
滅する焉合びあります)。この場含、被写体との距 
離を短くするか、または露出モードを絞り優先オー 
卜 （ A ) やマニュアル CM ) にセットして、下表の 
TTL 調光距離範囲にあてはまる絞りにセットして、 
再度撮影することをおすすめします。 

■ TTL 調がアンダー量の表示 

•使用する力ラび、冉グループカ六ラ、ニコンデジタ 
ルー眼レフカメラの場合№32).上記のレデイラ 
イトの点滅と同時に 、 S 目-日日 DX の表示パネルに^び 
点滅し、露出不足■の目安となる TTL 調光アンダー量 
を約3砂間表示します(表^囲は日〜一 3.0 EV です)。 

• TTL 調光アンダー麗ま、撮影直後に約3砂間表示す 
ると消えますび 、 ZOOM ボタンとーポタンを 同時 
に押すと、巧している間だけ、再表示させることび 
でをます。 



曲田 


-3 


お。 


ZOOM mm 


— 



モ TTL 調巧距離節囲 

TTL / D - TTL モード時のフイルム（撮撒）感度連動範囲と使用可能な絞りと調光距離範囲の 
目安は下表のとおりです （14 mm はワイドパネ j レ使用時)。 

例： IS 日感度40日、絞り f 8、 照射角3已 mm の時、 TTL 調光距離範囲は日.6〜已.已 m です。 



旧0感度 

'巧射ち 


吕5 

50 

100 

卽〇 

400 

800 

1日加 

14 mm 

S 4 mm 

S 8 mm 

3已 mm 

已 0 mm 

絞 

- 

- 

1.4 

2 

2.8 

4 

5■巨 

日 .8 〜 8.4 

1.2-12 

1.3-14 

1.4-15 

1.7-18 

T 

T 

L 

調 

% 

距 

B 8 W 

班 

薛 

囲 

( m ) 

- 

1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 

0.6 〜 6.0 

0.日〜 9.0 

0.9-10 

1.0-11 

1ぶ〜13 

1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

0.6 〜4ぶ 

0.6 〜白 .3 

0.7 〜 7.0 

0.7 〜 7.7 

0.9 〜 9.1 

2 

2.8 

4 

已.日 

百 

11 

16 

0.6 〜 3.0 

日.6〜ん日 

日■巨〜 5.0 

0■巨〜5■日 

0■巨〜巨•日 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

16 

22 

0.6 〜 2.1 

0.6 〜 3.1 

0.白〜3.日 

0.巨〜3.百 

0.巨〜 4.6 

4 

5.6 

8 

11 

1巨 

呂2 

32 

0.6-1.5 

0.白〜2ぶ 

0.巨〜2.日 

0.巨〜 2.7 

0.巨〜 3.2 

5.6 

扫 

11 

1巨 

呂呂 

3吕 

4已 

0.6-1. 0 

0.6-1. 5 

0.6-1. 7 

日■巨〜1■日 

0.巨〜呂 .3 

8 

11 

16 

呂2 

32 

45 

- 

0.6 〜 0.7 

0.6-1.1 

0.巨〜 1. 呂 

0■巨〜 1.3 

0■巨〜 1.6 

11 

16 

吕2 

32 

45 

- 

- 

0.6 

0.6 〜 0.8 

0.6 〜 0.8 

0.巨〜 0.9 

0■巨〜 1.1 

16 

呂2 

32 

45 

- 

- 

- 

- 

- 

0.6 

0.巨〜0.7 

0■巨〜0•日 


お巧の基本ステップ 
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各機能の詳細 

SB - 已 ODX の各機能の詳細を説明していまず。 


^ 露出モードが S 、 A 、 M での撮影 


巧巧可能な露出モードやセット方法は、促用ずるカメラにより異なりまず（詳細は力 
メラの®巧説明書をご覧ください)。プ□グラムオート （P) については P.22 の r 昼 
本ステップ 4J をご實ください。 


■露出モードがシャッター優巧才ート （S) の場合 

• シャッタースピードを同調シャッタースピードよりほ速側にセットずることにより、背景 
光を考慮したスピードライト撮穀が行えます。 

■絞りはカメラび自動的にセットします。ただし、撮影距離び、セットされる絞りに対応す 
る TTL 調光距離範囲 （^ P .2 巳）に入るよラに、シャッタースピードをセットしてください。 
. シャッタースピードびスピードライトの同調シャッタースピードより高速側にセットして 
あった場合、 S 巨-日 ODX の霞原を日 N にすると、自動的に同調シャッタースピードにセット 
されます。 

■露出モードび絞り優巧才ート （A) の場合 

• 任意の絞りをセットずることにより、撮影者自身が被写巧深度（ピントの合う前後の範囲） 
や撮穀距離を考慮したスピードライト撮影が行えます。 

. シャッタースピードはカメラび自動的にセットします。セットされるシャッタースピード 
の範囲は使用するカメラによって異なります。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 
■絞りをガイドナンパ’一計算（应 P .37) で巧めるマニュアルフル発光撮影（应 P .3 日）時に 
を使用する露出モードです。 

■絞りは、ガイドナンバー批 P .37) と TTL 調光距離範囲を参考にセットしてください。 


■露出モードびマニュアル （M) の場合 

•任意のシャッタースピードと絞りをセットずることにより、背景光、被写巧深度、撮露距 
離などを考慮したスピードライト撮影が行えまず。 

. シャッタースピードびスピードライトの同調シャッタースピードより高速側にセットして 
ある場含、 S 巨-已日 DX の電源を日 N にすると、自動的に同調シャッタースピードにセットさ 
れます （ FM 3 A をのぞ<)。 

-絞りをガイドナンバー計算でボめるマニュアルフル発光撮影時にを使用する露出モードです。 
-絞りは、ガイドナンバーと TTL 調光距離範囲を参考にセットしてください。 

■使用する力方ラび F 7 日□の樹こ、内蔵スピードライトを使用して2灯発光撮影（屈 P .4 目- 
已 8) を行ラ場台に使用する露出モードです。 

■使用するカメラび F 8 日シ U - ズ、ニコン M 2 および F 7 日 D の時に、内蔵スピードライトを使 
用してワイヤレス増灯撮影№52)を行ラ場合に使用する露出モードです。 
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^ 発光モード 


SB - 己 ODX には巧光モードとして、通常の銀塩フイルム式カメラ用の TTL モードと 
ニコンデジタルー旧レフカメラ巧の D - TTL モード、マニュアルフル発巧がおりまず。 



*1 :モニター発光を行います（屈 P .31)。 

《2 : 3□-マルチ巨 L 調光とマルチ己 L 調光を総称して マルチェリア BL 調光 但 -TTL モードで 
は、 D スルチェリア BL 調光） と呼びます。 

《3 :従来の TTL 調光のことを、 SB - 日 ODX では スタンダード TTL 調光 （ D - TTL モードでは、 

スタンダード D-TTL 調光）と呼びます。 

《4 :従来の D1 専用 TTL モードのことを、 D-TTL モー ドと呼びます。 


ちなおの詳細 
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^ 発光モード -っづき- 

巧用可能な TTL モードは、カメラ、レンズ、露出モード、測巧モードの組み合わせに 
より黄なりまず{詳細は P .32 の表とカメラのほ巧説明書をご覧くだをい)。 


■3 D - マルチ BL 調が （ A グループカメラのみ） 田田【*】 

• 測光情報とモニター発光による情報をもとに、 G タイプまたは□タイプレンズから得日れた被 
写体までの距離晴報も加味して、ま要被写体と背景光のバランス旧 L ) を考慮してコント □ 
ールする調光ち式です。 

•撮影画面内に極端に反射率の高いちのびある攝合や、背景び大きく抜けている場含でち、自 
然な感じのスピードライト撮影び行えます。 

■マルチ BL 調巧 （ A グループカメラのみ） 田田田 

• 3□-マルチ己 L 調光から距離情報を省略してコント□-ルする調光方式です CG タイプおよび 
□タイプレンズな列の CPU レンズ使用時)。 

■ TTL - 曰 L 調巧 田田固/田田 

•マルチパターン測光による情報をもとに、ま要被写体と背景光のバランス旧 L ) を考慮して 
コント□-ルする調光方式です。 

■簡易 TTL - BL 調光 田田固/田田 

•中央部重点測光やスポット測光による情報をちとに、ま要被写体と背景光のバランス（巨 L ) 
を考慮してコント□ールする調光方式です。 

• TTL - 巨 L 調光に比べ、主要被写体と背景のバランスびややおおまかになる場含びあります。 

■スタンダード TTL 調が 田田 

• 主要被写体び適正露出となるよ5にコント□ールする調光方式です。 

• 主要被写体を強調する場台などに適しています。 


画ゾモ主要被写化と背景巧のバランス 

一般的に、 TTL モード時のを要被写体と背景光のバランスに対する考慮の度含は、 3 D - マル 
チ巨1_調光、マルチ巨 L 調光、 TTL - 巨 L 調光、簡易 TTL - 巨 L 調光、スタンダード TTL 調光の順で 
弱まります CD - TTL モード時も同様に、 D -3 □マルチ BL 調光、 D マルチ日 L 調光、簡易 D - 
TTL - BL 調光、スタンダード D - TTL 調光の順で弱まります)。どの TTL / D - TTL モードを使用 
するか、またはどのカメラ、レンズ、露出モード、測光モードを使用するかをまめる際の目 
安にしてください。 
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SB-50DX とニコンデジタルー旧レフカメラを組み合わせて巧用する場合は、常に 

モニター発巧を行う D-TTL モードになりまず。巧巧可能な D-TTL モードは、レンズ、 

測巧モードの組み合わせにより貢な日まず（詳細は P.32 の表とニコンデジタルー眼 

レフカメラの巧巧説明書をご賣ください)。 

■D-3D- マルチ BL 調光 D 田田田 

• 測光情報とモニター発光による情報をもとに、 G タイプまたは□タイプレンズか5得日れた被 
写体までの距離情報も加巧して、主要被写体と背景光のバランス旧 L ) を考慮してコント □ 
ールする調光方式です。 

•撮影画面内に極端に反射率の高いものびある場合や、背景び大をく抜けている場合でも、自 
然な感じのスピードライト撮影び行えます。 

■D- マルチ BL 調が D 田田田 

• D -3 D マルチ巨 L 調光から距離情報を省略してコント□ールする調光方式です （ G タイプおよ 
び D タイプレンス私州の CPU レンズ使用晚。 

■簡易 D-TTL-BL 調巧 D 田田 固 

•中央部重点測光とモニター発光による情報をもとに、主要被写体と背景光のバランス旧 L ) 
を考慮してコント□-ルする調光方式です（非 CPU レンズ使用時)。 

■スタンダード D-TTL 調巧 D 田田 

• 測光情報とモニター発光による情報をもとに、主要被写体び適正露出となるようにコント □ 
ールする調光方式です。 

• 主要被写体を強調する堤合などに適しています。 

• 露出モードをスポット測光にセツトした場合、自動的にスタンダード D - TTL 調光にセットさ 
れます。 


國 y モモニター発巧 

TTL モードのマルチェ U ア BL 調光と、すべての D - TTL モードでは、本発光直前にモニター 
発光を巧います。被写体か日戻ってくる反射光をカメラ内の TTL 自動調光用センサーび瞬時 
に測光して適切な発光■を決めます（本発光直前のごく短い時間のため、本発光と区別して 
確認することはできません)。なお、 TTL モードのマルチェ U ア己 L 調光で、 フラッシュへッ 
ドを上方向にセットした時や後幕 シンク □ (»^ P .24)、 ワイヤレスモード （ i ^ P . 己 2) の堤 
合、モニター発光は行いません。 


ちなおの詳細 
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^ TTL / D - TTL モードでの撮影が可能なカメラ 
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カメラ 
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中のアイコンについて 

「 TL / D - TTL モード 
田1&】:マルチェリア目 L 調光 
皿固: TTL- 巨 L 調光 

(簡易 TTL - BL 調光） 

田！；スタンダード TTL 調光 

( TTL-BL 調光、簡易 TTL-BL 調光） 
D 田凸田； D マルチェ U ア巨 L 調光 
dHD 固：簡易 D - TTL - 己 L 調光 
D 田凸:スタンダード D-TTL 調光 


I 露出モード 
P :プ□グラムオート 
S :シャッター優先オート 
A 絞り優先オート 

M : 7ニユアル 

I 測光モード 

図：マルチパターン測光 
肉；中央部重点測光 
円；スポット測光 


国ゾモ SB -50 DX とデジタルデータ通信を行うカゾラ 

使用するカメラび、表中の A 、 己グループカ;><ラ、ニコンデジタルー眼レフカ;ラの場合、 
S 巨-己 ODX とデジタルデータ通信を行います（应 P .2 日)。 


33 








麵 TTL/D.TTL モ-ドでの撮影ヵ呵能なカメラ -っづき- 


G タイプおよび D タイプレンズの場合、 3D- マルチ巨 L 調光になります。 

簡易 TTL- 巨 L 調光になります。 

スタンダード TTL 調光にセットした場合です。 

測光モードびスポット測光の場合、自動的にスタンダード TTL 調光になります。 

G タイプレンズの場含、露出モードの A、M は使用でをません。 

非 CPU レンズの場合、自動的にスタンダード TTL 調光になります。 

露出モードび M の場合、測光モードび自動的に中央部重点測光になります。 

露出モードび M の場合、自動的にスタンダード TTL 調光になります。 

F- 801、 F- 巨日 1M の測光モードロま、スポット測光びありません。 

S 巨-己日 DX の表示パネルには皿のみ点丹しますび、実隙には TTL- 巨 L 調光になります 
(F6 日1、 F 60 1M の場含、固表示び力方ラの表示パネルに点灯します)。 

F-601 と白タイプレンズを組み合わせて使用でをませんび、 F- 白日 1M では、使用するこ 
とびでさます（露出モードの A、M は使用でをません)。 

カメラ側の操作で力方ラの表示 J くネルの固表示を消灯させてスタンダード TTL 調光にセ 
ットして < ださい。 

露出モードび P ま/■こは S の場台、 TTL プ□グラムフラッシュになります。 

白タイプレンズは使用でをません。 

陸上用シンク □]- ド側売り）を使用してください。 

□-TTL モードになります。 

白タイプおよび□タイプレンズの場合、 D-3D- マルチ己 L 調光になります。 

スタンダード D-TTL 調光にセットした場合です（測光モードびスポット測光の場合、自 
動的にスタンダード D-TTL 調光になります)。 


234已67890 


3 4已6 7 8 
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アルフル発光撮影 


マニュアルフル発光では常にフル発がしまず。ずべてのカメラ、レンズ、測巧モード 
との組み合わせで使用可能でず。撮影ち自身び絞0をセットずることによ0、露出や 
撮影距巧をコント□-ルでままず。撮影距離は、ガイドナンバーと絞りか6巧めまず。 

■マニュアルフル発光での撮影方法 

1. カメラの露出モードを絞り優先オート （ A )、 またはマニュアル （ M ) にセットしまず 
(詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 

2. SB - 己 0 DX の MODE ボタンを巧して、発光 モー ドを マニュアル フル発光にセットしまず。 

-表示パネルに、四び点灯した場合びマニュアル 
フル発光にセツトされた状態です。 


0 M MODE H 

画） 


金 

ZOOM •( ^ftTItl 


3. カメラのシンク□モードをセットしまず（詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 

-通常の撮影では、先幕シンク□にセットしてください。 

-シンク□モードをセットすることびでさないカメラの場含は、自動的に先幕シンク□に 
なります。 

4. ガイドナンパ‘一(降 P .37) と撮影距離から、ガイドナンパ’一計算（降 P .37) を行い、 
絞りを算出し、セットします。 

■マニュアルフル発光では常にフル発光します。発光量は一定ですので、露出のコント □ 
ールは絞りで行います。 

•ズームレンズの中には、ズーミング（焦点距離の変化）により、絞り（明るさ）び変化 
するちのびありますので P.36 をご覧ください。 

已.構図をミ夫めて、ピントを合わせ、レディライトの点灯を確認して撮影しまず。 




マニュアルフル発光撮影時の露出モードについて 


マニュアルフル発光撮影時口ま、絞りをセットする必要があります。撮該着自身び絞りをセ 
ットする絞り優先オート （A) またはマニュアル CM) じけに) 露出モードにセットした場合、 
使用するカメラによってはシャッターびきれない力方ラびあります（詳細は力方ラの使用説 
明書をご覧ください)。 


ちなおの詳細 
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髓ズ-ミ ングによる絞りの変化 


ズームレンズの中にはズーミング（焦点距班の密化）により、絞り（明るさ）び恐ヒ 
ずるちのびおりまず（詳細はレンズの®巧説明書をご覧ください ）。 AF Zoom - 
Nikkor 28-105 mm f /3.5 〜 4.5 D などのように、レンズ名に2つの開 » F 値び 
おるをのび該当しまず。このよ 5 なレンズで絞 0 をセットずる場合は、な下の点にご 
ま意 < ださい。 


■絞りをカメラの表示パネルまたはファインダー内表示で巧詔できる場合 

•ズーミングで構図（焦点距離）をまめた後、絞りをセットしてカメラの表示パネル、または 
ファインダー内表示で確認してください。なお、表示される絞りは、カメラび自動補正した 
値です。ただし、 F 已などのファインダー巧絞り直読窓の絞り表示は、下記の r 絞りをレンズ 
の指標で読み取る場合」と同様ですので自動補正されません。 


■絞りをレンズの指標で読み取る場合 

• ズーミングで構図（焦点距離）を決めた後、広角側の時は 
緑色（または線）の絞り指標、望遠側の時は黄色（または 
点）の絞り指標か5読み取ってください。また、中間域の 
場含は焦点距離に応じて、緑色（または線）指標と黄色 
(または点）指標の間で絞りを読み取ってください。 

• 白タイプレンズは絞り U ングび無いため該当しません。 


■ F -401 X 、 F -401 S 、 F -40 U こ CPU レンズを組みさわせて使用ずる場合 

•露出モードを絞り優先オート （ A )、 またはマニュアル （ M ) にセットして、力方ラの絞りダ 
イヤルで確認してください。ズーミングによる絞りの変化は力方ラび自動補正します。ただ 
し、力方ラの絞りダイヤルを、装着しているレンズの最ル絞りより大きし値、あるいは開 
放絞りよりルさし鄕値にセットしても、それぞれ絞りはレンズの最ル絞り、開放絞りにセッ 
卜されます。 

•露出モードをプ□グラムオート （ P )、 またはシャッター優先オート （ S ) にセットすると、 
絞りを確認することびできません。また、マニュアルフル発光撮影（应 ' P . S 已）時にはシャッ 
ターををることびでをません。 
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麵がィ ドナンパー 

ガイドナンバー（旧0100 - m 、 20で）とは、スピードライトの光量を表ず致鹏で、 
旧〇感度と照射ちによって密化しまず。 

■ガイドナンパー計算 

• IS 日感度1日0の場合、ガイドナンパ’一は下表のようになります （14mm はワイドパネル使用 
時 ii^P.21)。 


お射ち 

1 4 mm 

24 mm 

28 mm 

3已 mm 

50 mm 

ガイドナジバー 

12 

1百 

呂〇 

22 

呂己 


•ガイドナンバーと撮影距離から、適正絞0 (または基準となる絞り）を政下のガイドナンバ 
一 計算 I こよつ てまめることびでをます。 

F (絞り） =GN (ガイドナンパ ’-) -D (}115距離- m ) 

また、撮影距離は、 

D (撮影距離- m ) 二 GN (ガイドナンパー ) -F (絞り） 

で求めちれます。 

• IS 日感度] 0日政外の場合、ガイドナンバーは上表のガイドナンバーに下表の係数を棄じた数 
値に変化します。 


旧〇感度 

25 

已〇 

呂00 

400 

800 

1600 

係数 

X 0.5 

X 0.71 

XI .4 

X 2 

X 2.8 

X 4 


• 近接撮影時については、 P .48 をご覧ください。 

■ 1/300 TTL 高速シンク□時のガイドナンパー （ F 已使用時） 

• ISO 感度1日日の場合、ガイドナンバーは下表のようになります （14 mm はワイドパネル使用時)。 


•昭射ち 

1 4 mm 

24 mm 

S 8 mm 

3已 mm 

50 mm 

ガイドナジバー 

9.5 

10 

11 

12 

14 


■合がガイドナンバー 

• 「スピードライト内蔵カメラと組み合わせた2灯発光撮影」（应 R 已 8) の S 巨-已日 DX と内蔵ス 
ピードライトの台成ガイドナンバー ( GN ) と r 遠くの被写体までスピードライト光を届かせ 
る焉合」（应 P . 巨 6) の台成ガイドナンバー（白 N ) は、下の式によってまめることびできます。 
ガイドナンバーは、侶日感度と照射角によって変化します。内蔵スピードライト、 S 巨-日日 DX 
政がのスピードライトのガイドナンパーについ口ま、各々の使用説明書をご覧ください。 

「スピードライト内蔵カメラと組み合わせた2灯発光撮影」の合成ガイドナンバー ( GN ) 

合成 GN 二 vTs 目-日 0 DX の GN )2+ (内蔵スピードライトの61\1)吕 

惜くの被写体までスピードライト光を届かせる場合」の合成ガイドナンパー CGN ) 

含成 GN 二べスピードライト A の GN )4 (スピードライト B の GN )4 (スピードライト C の GN )4 ■ ■ 


るなおの詳細 


各々、上の式でホめ日れた合成ガイドナンバーを用いてガイドナンバー計算を行ってください。 
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® 露出補正 


悪化巧正とは、適正語出値を意図的に巧えることをいい、撮該画面内に極端に反が率 
び高いわのやほいちのびな巧ずる場合、おるいは意回的に露出をコント□ールしたい 
場合に行いまず。被写估（たとえば人物など）に巧して、背景び白<て反射率び高い 
場合は+側に、背景び黒くて反射率びほい場合は一側に補正ずるのび一脏的でず。ス 
ピードライト攝影時には、撮影が況に応じて、主夏巧写化と背景巧の両方、またはま 
要被写がのみに露出捕正を行5ことびでさまず。 

■ TTL / D - TTL モードでの撮影時にを要被写巧と背景巧の両方に巧正 
を巧ラ場合 

•発光モードび TTL / D - TTL モード№29)の場含に、カメラの露出補正ボタンやダイヤル 
の操作で露出補正を行ラことにより、 S 己-己日 DX の光量と背景の露出の両方を補正します 
(詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 

• 力;ラでセットした補正値は、 S 日-已日 DX の表示パネルには表示されません。 

• TTL / D - TTL モードのフイルム（撮傲）感度連動範囲 （应 P .2 己）を超えた補正は行えません。 
たとえば 、 IS 日 感度] 日日の フイルムを使って、+3段の補正をすると侶 日 感度12相当になり、 
TTL / D - TTL モードのフイルム（撮傲）感度連動範囲 （IS 日 感度3百〜160 日） を超えるため、 
補正の範囲は + S 段（に〇感度2己相当）までです。 

■マニュアルフル発光撮緊時にを要被写巧と背景光の両方に巧正を巧ラ場合 

•発光モードびマニュアルフル発光 （应 P .3 己）の場合、適正絞り（または基準となる絞り）を 
ガイドナンバー計算批 P .37) によりホめて、その値を参考に力方ラ側の絞りを意図的に変 
元ます。 

•補正の目安として、被写体を明るくしたい場合は絞りを開放側（ルさい数値の絞り）に、暗 
くしたし、場合は大きい数値の絞りにセットしてください。 

■を要被写体のみに補正を巧ラ場合 

• 発光モードび TTL / D - TTL モードの場合に、背景の明るさを変化させずに S 巨-己日 DX の光量 
を補正し、 S 巨-已 ODX に照 b されたを要被写体に対してのみ行ラ露出補正を、調光補正とい 
います（心ちページ)。 

•使用する力;><ラび A 、 巨、 C グループカメラ、ニコンデジタルー眼レフカ;ラの場合№32) 
のみ行えます。 


固 y モ背景を写し込むスピードライト攝影 

使用するカメラのシンク□モードをス□ーシンク□にセットした場合（屈 P .24) や、露出 
モードをシャッター優先オート （ S ) またはマニュアル （ M ) にセットし、シャッタースピ 
-ドを同調シャッタースピードより低速側にセットした場合は、背景も写し込んだスピード 
ライト撮影び行えます。シンク□モード、露出モードは使用するカメラにより異なります 
(詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 
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® 調光補正 


背景語出を巧えずにスピードライトの光量にのみ巧正を行い、スピードライトに照6 
をれた主要®写化の明るさだけを巧えることを調巧巧正といいまず。馆巧ずるカゾラ 
び A 、 B 、 C グループカメラ、ニコンデジタルー旧レフカイラの場さのみ行えまず。 


(コラム：作例写真防 P .42) 


•使用ずるカメラび A、 巨、 C グループカメラ、 ニコン 
デジタルー眼レフカメラの場合のみ行えます。 C グル 
ープカ;><ラの場合は、カメラ側でセットしてください 
(詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 

• 発光モードび TTL/D-TTL モードの場合に、 SB- 
己日 DX の+ボタンまたはーボタンを巧して、光量補正 
値をセットします。光■補正値は S 巨-已日 DX の表示パ 
ネルに表示され、調光補正を示す阻び点灯します。 

•補正の範囲は、1/3ステップで 一3 段〜+3段までで 
す仁コンデジタルー眼レフカ;<ラの場合は]/6ス 
テップ)。 

• 使用するカメラび、調光補正機能を備えた F8 日シリー 
ズ、 F70D、 プ□不ア 60CH の場合は、 S 巨-已日 DX、 力 
ラ側のどち!5でちセットでさます（ステップと補正 
の範囲は、使用するカメラにより異なりますので詳細 
は力;ラの使用説日月書をご覧ください)。 SB-50DX 
とカメラの調光補正機能を併用した時には、両方の補 
正量を加算して楠正されます。ただし、 S 巨-日日 DX の 
表示パネルには、 S 巨-己 ODX でセットした光量補正値 
のみび表示されます。 

•調光補正を解除するには、+ボタンまたはーボタンを 
ホ甲して、光量補正値を日にセットして、阻の消口を確 
認してください（電源を日 FF にしても調光補正は解除 
されません)。 



各なおの詳細 
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^ 暗い被写体を AF で撮影するには 


被写体び暗<オートフオーカスでのピント合わせび難しい場合でわ、 SB -50 DX の 
アクティブ補田!巧によりオートフォーカスでのピント合わせび可能にな0まず。 


■アクティブ捕助巧 



• アクティブ補助光は被写体び暗し、場合に、カメラのシャ 
ツターボタンを半巧しすると自動的に照射され、オート 
フオーカスでのピント合わせび完了すると、消灯します。 

• S 巨-己日 DX の表示(ネルにアクティブ補助光強制禁止を 
示す GEEffll 田び点灯していない時、アクティブ補助光 
の照射び巧ねれます。 關。1" び点灯している場合は、 
S 巨-日 ODX の MODE ポタンとーボタンを同時に巧し 
て、 GEEBHl の消なを確認してください。 

■アクティブ補助光は、 AF (才ートフオーカス）カメラ 
と AF (才ートフオーカス）レンズを組み合わせた場含、 
照射されます。 

• 使用で定るレンズの焦点距離の目安は24〜]日已 mm 
(F- 已〇]は3己〜]日目 mm) です。また、アクティブ補 
助光び届く距離節囲の目安は約！〜日 m です。 

• カメラのフオーカスモードはシングル AF サーボ "S" (フ 
才ーカス優先モード)、 "AF" または"冉"にセツトしてくだ 
さい（詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 

• フオーカス□ツクを行っている時や、レディライトび点 
巧していない場含には、アクティプ補助光は照射されま 
せん。 

• 使用する力;<ラに AF 補助光機能びある場合でち、 SB - 
已日 DX のアクティブ補助光び優先され、自動的にアクテ 
ィプ補助光び照射されます（力ラの AF 補助光は照射 
されません)。ただし、使用する力方ラび F 60 d の焉合 
にマニュアルフル発光撮影№35)を行ラと、カメ 
ラの AF 補助光び照射されます（詳細は力;ラの使用説 
明書をご覧ください)。 

• スピードライト内蔵カメラと組み合わせて2灯発光撮影 
(应 P .4 日-己 8) を行ラ時、使用するスピードライト内 
蔵カメラにより、 S 巨-已日 DX のアクティプ補助光び照射 
されない場合びあ0ます。 
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■アクティブ巧巧がの照射を禁止したい場舍 

• S 巨-日 ODX の MODE ボタンとーボタンを同時に巧す 
と、 S 巨-日日 DX の表示パネルにアクティブ補助光強制 
禁止を示ず fJTSFgTH び点灯し、アクティブ補助光の 
照射を禁止することびでをます。 

• アクティブ補助光の照射を禁止すると、被写体び暗い 
場含にオートフオーカスでのピント合わせびでさな< 
なる場合びあります。 

• アクティブ補助光の照射の禁止を解除するには、もう 

1度 MODE ボタンとーボタンを同時に押し 

て、 CEEBI 田の消灯を確認してください（電源を 
日 FF にしてもアクティブ補助光の照射の禁止は解除さ 
れません)。 

•使用する力;ラび F 80 シリーズ、ニコン M 2 および二 
コン M の場含、 S 巨-己 ODX のアクティブ補助光の照射 
を禁止すると、力;ラの AF 補助光び照射されます。 
カメラの AF 補助光の照射も禁止したい場合、力;><ラ 
側で AF 補助光の照射の禁止をセットしてください 
(言羊細は F 80 シ U - ズ、ニコン M 2 およびニコン M の使 
用説明書をご覧 < ださい)。 




モフォーカスエ y アを還巧でをるカメラを巧用ずる場合 

AF エリアモードをシングルエリア冉 F にセットして、中央のフォーカスエリアを選択（中央の 
フォーカスエリアを選択してし)なし1場合、アクティブ補助光は照射されません）するか、至近 
優先ダイナミック AF にセットしてください（詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 


るなおの詳細 
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作例写真（調光補正 
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応用撮影 

バウンス撮影、増む撮彰など 
応用のな撮彰方法を説明していまず。 


くウンス撮影 


巧写化のずぐをろに壁などびおる場合に、通甫のスピードライト撮影を行5と、巧写 
体の背をに強い影び出ることびお0まず{写真 C )。 このよ5な場合、 SB - 己 ODX の 
フラッシュへッドの向をををえて天井や白壁などの反射面に向けて発巧させ、その反 
射巧によって®写がを照明ずると影びおまり、をがに巧の回ったソフトな感じの撮影 
び行えまず（写真 A 、 B )。 これをバウンス撮影といいまず。 SB -50 DX では、ほ常 
のバウンス撮霞 （1 な巧が、写真 B ) ながに、スピードライト内蔵カメラと組み合わ 
せて、 SB - 己 ODX と内蔵スピードライトの2灯び同時に発巧ずるバウンス撮影（写真 
A ) び可能でず。スピードライト内蔵カメラと組みをわせた場合は、より自然な効ま 
の得6れる2巧発光によるバウンス撮影をおずずめしまず。バウンス撮影時は ISO 感 
度400程度の高感度（フイルム）のほ巧をおずずめしまず。 




2灯発光によるバウンス撮影（天井でバウンス) 



通常のスピードライト撮影 
(内蔵スピードライトのみ） 


■フラッシュへッドの回おち度 

•フラッシュヘッドは、上方向日0°か5下方向1がの範囲でセットすることができまず。 


回窗角度 

上方向 （cr <90°) 

正面の" ） 

下方向 【cr >— 1 百 。）※1 

クリック 位置※ 2 

90° . 7已 n 、 50" 

0 。 

— 18 。 

表示パネル 

1 


夕 

酬ち 

50mm (固定※ 3) 

24 〜 50mm 

14mm 

(ワイドバネル巧用時※ 3、4) 

ガイドナジバー 
(IS0100-m) 

26 (固定） 

1百〜呂巨 

12 (固定※ 4) 


:通常、下方向は近接撮影時に使用しまずので、ワイドパネルを使用します（降 P.47)。 

&S :ク IJ ック位置政がでち使用でさます。 

:才ートパワーズームは作動しません扛 P ぶ日)。 

》4 :ワイドパネルを使用しなし、場合、照射角は吕 4mm、 ガイドナンバーは1到こ固定されます。 
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■1 灯発巧によるバウンス撮影 （コラム：作例写真陽 P .14) 

1. SB - 已 ODX をカメラに取り付け、カメラの露出モードを絞り優先才ート （ A )、 または 
マニュアル （ M ) にセットします（詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 

吕.測光モードをマルチパターン測光または中央部重点測光に、シンク□モードを巧幕シン 
ク□にセットします（詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 

-通常の撮影では、先幕シンク□にセットしてください。 

-シンク□モードをセットすることびでさないカメラの場含は、自動的に先幕シンク□に 
なります。 

3. SB - 已 ODX の MODE ボタンを押して、発光モードを TTL / D-TTL モードにセットしま 
す O ^ P . SS )。 

4. フラッシュへッドをセットしまず。 

-フラッシュへッドを上方向己0°じ(上にセットして、 

天井（反射面）にバウンスさせるのび最も簡単な撮 
影方法でずび、この時、 スピードライト光び直接被 
写体に当たらないよラに注意して<ださい。 

-フラッシュへッドと反射面との距離は、撮影状況 
にちよりますび、]〜 2m 前後び理想的です。 


已.絞りをセットしまず。 

•バウンス撮影時には、通常のスピードライト撮影時に比べ光量び低下しますので、絞り 
を2〜3段開放側（ルさい数値の絞り）にセットしてください。 

己.構図をミ夫めてピントを合わせ、レディライトの点丹を確認して撮穀します。 

-撮影直後に S 巨-已日 DX およびカメラのレディライ 
卜び約3秒間点滅して警告した場合（屈 P.2 己)、 

S 巨-己 0DX びフル発光したことを示しています。 

この場合、露出不足のおそれびありますので、絞 
りを開放側（ルさい数値の絞り）にセットするか、 

または被写体との距離（フラッシュヘッドと反射 
面との距離おぶび反射面と被写体との距離の合 
計）を短くして、再度撮影することをおすすめし 
ます。 


図メモ 反射面 

反射面は、白色で反射率の高いをのを選んでください。反射面に色びあると正しい発色び得 
日れません。 




応用撮お 
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® バウンス撮影 -っづき一 


■SB-50DX と内蔵スピードライトの2丹発がによるバウンス撮影 

(コラム：作側写真昭 P.14) 

1.SB- 已 ODX をスピードライト内蔵カメラに取り付け、内蔵スピードライトに減光板を装 
着しまず。 

-内蔵スピードライトの光び強すざるとバウンスによる効 
果び得にくいため、減光板を使用します。内蔵スピード 
ライトの光を弱め、より自然な効果び得5れます。 

- S 日-目日 DX に収納されている減光板をイラストのよ 5 に 
持ち上げた状態で、カメラの内蔵スピードライトを上げ 
ます（詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。次 
に、減光板を静かに内蔵スピードライトの前面に装着し 
てください。使用するカメラび ニコン M2 およびニコ 
ン M の時、露出モードを AUT 日 （凹） またはイメージプ 
□グラムにセットした摇合、内蔵スピードライトび上び 
っていてち、内蔵スピードライトは発光しません。 

-内蔵スピードライトび内蔵スピードライト検出レ J く一に 
より検出され、 S 巨-己日 DX の表示パネルに内蔵スピード 
ライトを示す 三 ■び点なします。 

-減光板を収納するには、上記の装着と逆の操作で巧って 
ください。 

2. 1 灯発光によるバウンス撮穀と同様に撮影します （ ^P.4 已)。 

- S 巨-己 ODX の発光モードを TTL モードにセツトしてください №22) 0 



n 鶴 F 70 D の的蔵スピードライトを®用する場をの露出モード 

F 7 日□の内蔵スピードライトを使用して2な発光撮該を行う場合、内蔵スピードライトのモ 
ニター発光 (-^ P - Sl ) をキャンセルする必要びあります。露出モードをマニュアル CM ) 
にセツトしてモニター発光をキャンセルしてください（詳細は F 7 日 D の使用説明書をご覧く 
ださい)。 F 80 シ U - ズおよびニコン齡の内蔵スピードライトの場含、モニター発光は自動 
的にキャンセルされます。 


Hj 主意 F 70 D またはプ□ネア 600 i と組みるわせて巧用する場合のごミ主意 

S 巨-己日 DX と F 7 日 D またはプ□ネア6日日 i を組み合わせて2灯発光撮影を行う場合、カメラと連 
動した電源の日 N / 日 FF (スタンバイ機能屈 P . 17)、鲁種警告時や充電完了時などのファイン 
ダー内レディライトとの連動（屈ド.19.24.2日)、才ートパワーズームの作動（陣 P .2 日)、 
アクティプ補助光の照射（屈 P .4 日）などは行いません（表示パネルの ZOOM と mm び点滅し 
て警告します陪 P .72)。 照射角はマニュアルでセットしてください。また、シンク□モード 
を後幕シンク□にセットしても、後幕シンク□撮影を行うことはできません (•^ P .24 )o 
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近接撮影 


SB -50 DX は、ワイドパネルをフラッシュヘッドに装着ずると、カメラに巧り付け 
たままで、 0.3 m までの近接撮影び行えまず。 



■巧巧撮影 


(コラム：作例写真防 P .26) 


1.SB- 已 0DX をカメラに取り付け、カメラの露出モードを絞り優先才ート （A)、 または 

マニュアル （M) にセットします（詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 

2. 測光モードをマルチバターン測光または中央部重点測光に、シンク□モードを先幕シン 

ク□にセットします（詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 

-通常の撮影では、先幕シンク□にセットしてください。 

-シンク□モードをセットすることびでさないカメラの場含は、自動的に先幕シンク□に 
なります。 

3. SB- 已 0DX の MODE ボタンを押して、発光モードを TTL/D-TTL モードにセットしま 

す O^P.22 )。 

4. ワイドパネルをフラッシュヘッドに装着します （屈 P.21 )。 

-ワイドパネルを装着ずると、スピードライト光を 
拡散し、被写体の影をやわらげる効果びあります。 

近接撮影を行ラ場含には必ず装着してください。 

-フラッシュへッドの下部に収納されているワイド 
パネル全体をまっすぐ引さ出して、装着してくだ 
さい。 

-照射角び自動的に Mmm になり、才ートパワー 
ズームの作動は停止します。 

-ワイドパネルを収納するには、ワイドパネルを倒 
し、まっすぐ奥まで押し込んでください。 



応用摄影 
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® 近接撮影 -つづき一 


已.フラッシュへッドをセットしまず。 

-フラッシュへッドを下方向18。まで回転させます。 

-表示パネルに爭び点灯します。 

-フラッシュへッドにワイドパネルび装着されていない場 
合、表示パネルにワイドパネルを示す’.び点滅して警 
告しますので、ワイドパネルを装着してください 
0：^ P .21)。 

-スピードライト内蔵カメラと組み合わせて使用する時、 
フラッシュヘッドを下方向に回転させた場含、内蔵スピ 
ードライトは使用でをません。内蔵スピードライトび上 
びっている閒ま、 S 巨-已日 DX の内蔵スピードライト検出 
レノ（一により検出され、表示;てネルに内蔵スピードライ 
卜を示す E ■び点滅して警告しますので、内蔵スピード 
ライトを下げてください。 


己.絞りをセットしまず。 

-絞りは、下記の表と式から計算してセツトしてください。 



旧〇感度 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

係な 

1.4 

2 

呂 

4 

4 

5.6 


絞り重係巧今発光距離（フラッシュへッドか5巧写巧までの距離 • m ) 

-例えば、 ISO 感度び1 日日の フイルムで発光距離び 日. 日 m の 場合 

絞 D ^2 今 0.5 

となり、絞りは 


F 4 


になります。 

この場合、セットする絞りは F 4 となりますび、できるだけ計算でまめた絞りよりも数値 
の大をい絞0 ( F 己.6や F 8 など）をセットして<ださい。 
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7. 構図を決めてピントを合わせ、レディライトの点巧を確認して撮影します。 

-撮影直後に S 己-已日 DX およびカメラのレディライ 
卜び約3秒間点滅して警告した場合（屈 P.2 己)、 

S 巨-己 ODX びフル発光したことを示しています。 

この場合、露出不足のおそれびありますので、絞 
りを開放側（ルさい数値の絞り）にセットして、 

再度撮影することをおすすめします。 

•近接撮影時は、スピードライト光の配光や、使用 
するレンズ、焦点距離などにより、撮影国面の一 
部び光量不足になるケラレ現象び発生する場合び 
あじますので、試し撮0をおすすめします。 


n 鶴 使用ずるレンズの制限 

S 巨-已日 DX をカメラに取り付けて近接撮該を斤ラ場 
合、レンズの長さび長いレンズを使用すると、レン 
ズ本体びスピードライト光を遮る場合びありますの 
で、ご注意ください。 




応用摄お 
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® 増灯撮影 


複巧のスピードライトをが巧ずる増灯撮影は、な下の場合などに効果的でず。 

-被写体の影を弱めたり消したりずる場合批 P . 目 3) 

-被写体の輪郭を強調ずる場合 （<^ P .64) 

• サイド光を中むとしたライティングを行ラ場合 （^ P .6 已） 

• 遠くの被写体までスピードライト光を届かせる場台 O ^ P . 巨 6) 

SB -50 DX では、な下のち法で増灯撮霞び行えまず。 

• TTL コードを使用しないワイヤレス増な撮影 O ^ P . 日 2) 

-ホがパネル SW -9 旧を使用するホが線リモートコマンダー撮影 （ i ^ P . 已 7) 

-スピードライト内蔵カメラと組み合わせた2な発光撮影 （<^ P . 已 8) 

• TTL コードを使用する増な撮影（陪 P . 日日） 



増灯撮影 

(被写体の影を弱めたり消したりする場合) 


通常のスピードライト撮影 
(内蔵スピードライトのみ） 


• 増 灯 撮影 時のカメラの各モードについて 

■露出モードを絞り優先オート （A) またはマニュアル （M) に、測光モードをマルチパターン 
測光または中央部重点測光に、シンク□モードを先幕シンク□にセットしてください（シン 
ク□モードをセツトすることびできないカメラの場合は、自動的に先幕シンク□になります)。 
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〜馬 増な撮該時のモニター発光のキャンセルについて 

TTL モード （应 P.3 日）のマルチェ U ア巨 L 調光 （腹 P.29) とすべての D-TTL モード 
(•^P.31) は、モニター発光 (.^P.31) により正しい露出のコント□ールび行われません 
ので、ワイヤレス増灯撮影および TTL コードを使用する増灯撮影でのマスタースピードライ 
卜 （应 P . 已 2) としては使用できません。下表のよラにマスタースピードライトとして1ま用 
ずるスピードライトのモニター発光をキャンセルして、増抑最影を巧ってください。 


マスタースピードライト 

モニター発巧のキャンセル方 ミ 去 

マルチエリア BL 罰が 
( A グループカメラ .^ P .32) 

SB - 百 0 DX 、50 DX 

ワイヤレスモード （ i ^ P . 已 2) にセットし 
て < ださい。 



M 日 DE ボタンを巧してスタンダード TTL 
調光 №30) にセットしてください。 



フラッシュへッドを上方向にセットして 
ください。 


内蔵スピードライト 
(F 扫〇シ y — ズ、 
ニコン抱、 F 70 d ) 

露出モードをマニュアル （ M ) にセット 
してください（スタンダード TTL 調光に 
なります)。 


SB -2 曰/呂 8 DX 、 
27、巧、25 

スタンダード TTL 調光にセットしてくだ 
さい。 



フラッシュへッドを上方向にセットして 
ください。 

すべての D-TTL モード 
(デジタルー旧レフカメラ） 

SB -50 DX 

キャンセルでをません。 

SB -80 DX . 28 DX 

キャンセルでをません（この場含、 D - 
TTL モードではなくが部自動調光モード 
にセットすると、ワイヤレス増灯撮影時 
のマスタースピードライトとして使用す 
ることびでをます)。 


Hj 主意 COOLPIX 己700なかのニコンクールビクスシリーズでは使用できません 

C 日日 LPIX 己 7 日日 じ(外のニコンクールピクスシリーズでは、内蔵スピードライトをマスター 
スピー ドライトとしてワイヤレス増灯撮影を巧うことはできません。 


応用撮お 
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増灯撮影 -ワイヤレス増灯撮影一 


SB -50 DX はワイヤレス増灯撮影び可能でず。カメラに巧り付けた SB -50 DX など 
のスピードライト、おるいはスピードライト内蔵カメラの内蔵スピードライト（マス 
夕ースピードライト[送信灯])の発巧開お•信止を、 SB -50 DX (スレーブスピード 
ライト[ま信灯])のワイヤレススレーブセンサー窓で巧知して、ワイヤレスで SB - 
50 DX の発光開姑-信止を行いまず。 


■TTL によるワイヤレスオート増打撮影 

1. マスタースピードライトをカメラに取り付けまず。 

-スピードライトとカメラの電源を日 FF にしてか日取り付けてください。 

2. スレーブスピードライトとして SB - 己 ODX を設置しまず。 

- S 日-目 ODX をマスタース ピー ドライトのス ピー ドライト 
光び S 目-已〇 DX のワイヤレススレーブセンサー窓に入る 
位置（通常はカメラより被写体に近い位置）に設置して 
ください。 

-ワイヤレスオート増な撮影時の応答可能距離は約 7 m です。 

-同時に使用でをるスレープスピードライト （ S 日- 80 DX 、 
已日 DX 、 30または SU -4 を装着したスピードライト 
^ P .60) の台数に制限はありませんび、スレーブスピ 
ードライトのワイヤレススレーブセンサー窓に他のスレ 
ーブスピードライトの強い光び入ると正常動作しない場 
合びあります。実用上、スレーブスピードライトは3台 
程度を目をにしてください。 

3. 設置が完了した5、すべてのスピードライトとカメラの電源を ON にしてください。 

銀塩フイルム式力方ラで S 巨-己 ODX をマスタースピード 
ライトとして使用する焉合、 SLAVE ボタンを約1秒間 
押してワイヤレスモードにセットしてください。表示パ 
ネルにゎ■び点灯されます。これにより、マルチェリア 
巨 L 調光№29)でもモニター発光（屈 P .31) を行い 
ません。 



田田田 


ZOC 
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4. マスタースピードライトの発光モードを TTL モードにセットしまず （^P.22)。 

-スピードライト内蔵カメラの内蔵スピードライトをマスタースピードライトとして使用 
する場合、内蔵スピードライトを上げてスピードライト撮影び可能な状態にしてくださ 
い（詳細は使用するスピードライト内蔵カメラの使用説明書をご覧ください)。 

-マスタースピードライトの発光モードに外部自動調光モードびある場合は、発光モード 
を外部自動調光モードにセットするきち可能です（詳細は発光モードに列部自動調光モ 
ードびあるスピードライトの使用説明書をご覧ください)。この場含ち、マスタースピー 
ドライトの発光開始-停止を S 己-己日 DX (スレーブスピードライト）のワイヤレススレ 
-プセンサー窓で検巧して、 SB - 已 COX の発光開始-停止を行いますので、 ニコン デジ 
タルー眼レフカメラや TTL モードでの撮影機能を備えていない力;ラ （ NewFM 2、 
FEIO 、 FMIO など）でもワイヤレスオート増灯撮影び行えます。 


〇ま意モニター発光をキャンセルして<ださい 

使用する力;><ラび A グループカメラ （应 P.32) の場含、マスタースピードライトとして使用 
するスピードライトのモニター発光をキャンセルしてください （应 P. 己 1 )。 


已. SB- 已 ODX (スレーブスピードライト）をワイヤレスモードにセットします。 

- S 己-已日 DX の SL 冉 VE ボタンを約]秒間巧すと、 

表示パネルに(ワイヤレスオートモード）ま 
たは >> (ワイヤレスマニュアルモード）び点灯 
しまず。市び点灯している場含は、 MODE ボタ 
ンを巧してに切り換え、ワイヤレスオートモ 
ードにセットしてくさだい。 

-ワイヤレスモードにセットすると、表示パネルの 
発光モード表示（应 P .22) び消好します。 

-ワイヤレスモード時に S 己-己日 DX を操作しないま 
ま、または発光後約1時間経過すると、スタンバ 
イ機能 C -^ P . iy ) により電源は自動的に OFF に 
なります。 

•ワイヤレスモードを解除する時は、をラー度 
SLAVE ボタンを約1秒間押して、ワイヤレスモ 
-ド表示の消灯を確認します（電源を日 FF にして 
をワイヤレスモードは解除されません)。 



巧用おお 
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® 増灯撮影 


-ワイヤレス増灯撮影一 


已.通常のスピードライト撮影と同様に撮影しまず （^ P . 吕4)。 

-レディライトやサウンドモニタのプヴー音により、充電完了や正常に発光したかどうか 
判定することび出来ます。下表をご覧ください。 



マスタースピードライト 

スレーブスピードライト 


レディライト 

レディライト 

ヴウジドモニタ 


点な 

点灯 

r ピー J と1回 


[判赶 

ム i=Uii-：-i ド 

巧巧71：」 


2 

点なまたは消灯 
(点おしていない） 

点なまたは消打 
(点おしていない） 

「ピジピジ J と2回 


[判赶 

正常発光 



点滅 

点滅 

「ピーピーピー J と約3巧巧 

3 

[判定] マスタースピードライト、スレーブスピードライト共に、フル発光して適正露出び得 
日れていないおそれびあります。被写体とスピードライトの距離や、絞りを変えて再度撮影 
することをおすすめします（应 P ぶ百)。 


点打または消な 
(点滅していない） 

点滅 

「ピーピーピー J と約3巧聞 

4 

[判赶 スレーブスピードライトのみフル発光しています。スレープスピードライトのワイヤ 
レススレーブセンサー窓びマスタースピードライトの方向へ向いていなかったか、あるいは 
スレーブスピードライト自身の反射光や、他のスレーブスピードライトの光び強くワイヤレ 
ススレーブセンサー窓に入ったことにより、マスタースピードライトの発光停止をスレーブ 
スピードライトび検知でをなかったおそれびあります。この場合、ワイヤレススレープセン 
サー窓の向をを再確認して撮影することをおすすめします。 


画メモサウンドモニタのキャンセル 


ZOOM MODE + 

/ 

/ 

□)0。 



金 会 


A 颇 

t - ZOO 


サウンドモニタをキャンセルするには、 ZOOM ボタ 
ンと+ボタンを同時に押し、表示パネルに顿を点灯 
させてください。また、をラ1度 ZOOM ポタンと+ 
ボタンを同時に押し、娜を消灯させると、ブザー音 
び「ピッピッ」と2回鳴り、サウンドモニタび作動し 
ます。 
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^ メモ ワイサレスモードにごいて 

S 巨-己 ODX の SLAVE ボタンを約1秒間押すと、ワイ 
ヤレスモードにセットされます。マスタースピード 
ライトとして使用するためにカメラ（ニコンデジタ 
ルー眼レフカメラし苗が）に取り付けた場合、表示パ 
ネルにび点打し、モニター発光 （应 P.31) びキ 
ヤンセルされます。これにより、マルチェ U ア巨 L 調 
光 （应 P .29) でちモニター発光を行いません。さ日 
に、このまま力;><ラから取りがすと、はまた 
は子> に変わり、スレーブスピードライトとして使用 
でをます。 


〇ま意ワイヤレスモードにセットしたまま巧置しないこと 

カメラか b 取りがした S 巨-己日 DX をワイヤレスモードにセットしたまま放置すると、周囲の 
静電気や電磁波ノイズび原因で勝手に発光してしまラ場合びあ0ますので、使用しない時は 
必ず電源を日 FF にしてください。 


f ^ メモ スレーブ発光を禁止（誤発光を防止）ずる場を 

撮影含などで S 巨-己 ODX (スレープスピードライト） 

を手で持ってワイヤレス増灯撮影を行ラ場合、周囲 
のスピードライトの発光に応答して S 己-己 ODX び発 
光することびあります。これを防ぎたい時は、内蔵 
スピードライト検出レバーを指で押し上げて<ださ 
し、巧し上げている間は発光しません。 




応用攝お 
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増灯撮影 -ワイヤレス増灯撮影一 


■ワイヤレスマニュアル増灯撮影 

•遠く離れた（あるいは直接スピードライト光の届かない）巧にセットした SB - 已 ODX (ス 
レープスピードライト）をワイヤレスで発光させる場合にワイヤレスマニュアルモードに 
セットしまず。この場合、 SB - 已 ODX はマスタースピードライトなど、他のスピードライ 
卜の発光を検知してフル発光します。 



- S 巨-目日 DX の SLAVE ボタンを約1砂間巧すと、表示パ 
ネルに *1) (ワイヤレスオートモード）または >> (ワ 
イヤレスマニュアルモード）び点なされます。 A っ ■> び点 
巧している場含は、 M 日 DE ポタンを押して古>に切り撰 
え、ワイヤレスマニュアルモードにセツトして<さだい。 

-ガイドナンバー計算（应 P .37) の撮影距離に、 SB - 
已 ODX から被写体までの距離をあてはめて絞りを算出し 
てください（試し撮りをおすすめします)。 

- S 巨-己日 DX をワイヤレスマニュアルモードにセツトした 
場合の応答可能距離は約 40 m です。センサーの受信感 
度び高感度になるため、必ずしちワイヤレススレーブセ 
ンヴー窓びマスタースピードライトに向いていなくてち 
撮影び行える場合びあ0ます。 

-マスタースピードライトにセツトする発光モードはモニ 
ター発光（隨 P .31) を行わない TTL モード（モニター 
発光のキャンセルについて应 ' P . 日 1) または外部自動調 
光モード、マニュアルモード （ S 目-日日 DX の場含はマニ 
ュアルフル発光屈 P .3 己）のいずれでち構いません（発 
光モードは、1ま用するカメラ、スピードライトにより異 
なりますので、詳細はカメラおよびスピードライトの使 
用説明書をご覧ください)。 
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増灯撮影 —ホタがをリモートコマンター撮景ミー 

マスター スピー ドライトにホ外パネル SW -9 旧を装着した SB -50 DX を®用してワイ 
ヤレス増な撮影を行5と、ホか線リモートコマンダー撮影び可能になりまず。この場合、 
SB -50 DX のスピードライト巧はホかがになり、通常のフィルムには感化しないため、 
ワイヤレスモードの SB -80 DX 、 己 ODX 、 30や SU -4 の発巧開始•信止のコント □ 
ールのみ行われ、スレーブスピードライトだけでライティングずることがでさまず。 

■ホか線リモートコマンダー撮影 

1. SB - 已 0 DX のフラッシュへッドに赤外パネル SW - 日旧を装着しまず。 

- S 日-己日 DX に付属の赤外パネル SW-9IR を、フラッ 
シュへッド側面にある凹みに合わせて装着します。 

-取りがす時は、赤外パネル SW-9IR の片側を浮か 
せ、凹みか b がしてください。 



2. SB - 已 0 DX (マスタースピードライト）をカメラに取り付けます。 

-スピードライトと力方ラの電源を日 FF にしてから取り付けてください。 

-スピードライト内蔵カメラの場合、内蔵スピードライトを使用しないでください。 

五通常のワイヤレス増灯撮影と同様に撮影します （ i ^ P . 已吕)。 

•S 日-己日 DX (マスタースピードライト）の SLAVE ボタンを約1秒間押してワイヤレスモ 
-ドにセットしてください （^P. 己の。 

■スレーブ’スピードライトには、 S 巨-8日 DX、 己 0DX、 30または SU4 (屈 P. 白 0) を装着 
したスピードライトを使用して<ださい。 

■スレーブスピードライトの応答可能距離はワイヤレスオートモード（应 P. 已 3) の場含は 
約 7m、 ワイヤレスマニュアルモード（屈左ぺージ）の場含は約4日 m になります。 


画 y モホがパネル SW -9 旧をお苗ずる場を 

赤がパネル SV\/-9IR を S 巨-己日 DX のフラッシュヘッド — 
の上面に取り付けることびでさます。取り付ける場 
合は、イラストのようにフラッシュへッド側面にあ 
る凹みに含わせて取り付けてください。 





応用摄影 
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® 増灯撮影 -奶発光撮影一 


SB -50 DX とスピードライト内蔵カメラをおみ合わせて使巧ずる場合に、 SB - 
50 DX をアクセサリーシューに取0付けるだけで、簡単に2巧発光撮影び可能でず。 



■スピードライト内蔵カメラと組み合わせた2丹発光撮影（フラッシュ 
へッド正面位置） 

1.SB- 已 ODX をスピードライト内蔵カメラに取り付けて、内蔵スピードライトを上げます。 

フラッシュへッドの位置を正面にセットしてください。 

I カメラの内蔵スピードライトを上げてください（詳細は 
力;< ラの使用説明書をご覧ください)。 

I 内蔵スピードライトび内蔵スピードライト検出レ；く一に 
より検出され、 S 巨-已〇 DX の表示パネルに 2 灯発光撮影 
時にフラッシュへッドの位置び正面にセットされている 
ことをを示す E 醒)と内蔵スピードライトを示すミ•び点 
灯します。 

2. SB- 已日 DX の照射角 （降 P.20) をセットします（内蔵スピードライトの照射角につい 
ては、使用するスピードライト内蔵カメラの使用説明書をご覧ください)。 

レンズは、内蔵スピードライトの照射角でカバーでさる 
範囲の焦点距離のちのを使用してください。 また、ズ- 
ムレンズの場合は、内蔵スピードライトの照射角でカバ 
一でさる範囲のズーム位置で使用してください。 
デジタルデータ通信を行うカメラ知 P.2 日）と CPU レ 
ンズを組み合わせて使用する時、 SB- 已日 DX の照射角は 
オートパワーズーム№20)により自動的にセット 
されますび、オー K / てワーズームび作動しない組み含ね 
せの場合は、レンズの焦点距離に合わせてマニュアルで 
照射角をセットしてください （应 P .21)。 



五通常の TTL モードでのスピードライト撮影と同様に撮影しまず （应 P.24 )。 

- SB - 已 ODX の発光モードを TTL モードにセットしてください№22)0 

■ 2灯発光撮影時の合成ガイドナンバーについては P .37 の「ガイドナンバー」をご覧くだ 
さい。 

■使用するカメラび ニコン M 2 および ニコン M の時、露出モードを AUT 日（凹）またはイ 
メージプ□グラムにセットした場合、内蔵スピードライトび上びっていてち、内蔵スピ 
ードライトは発光しません。 

■ F 70 D と組み合わせて使用する場合の露出モードについては、 P .4 己のミち意 rF 70 D の内 
蔵スピードライトを使用する場合の露出モード」をご覧ください。 

- F 70 d またはプ□ネア己日日 i と組み含わせて使用する場合は、 P .46 の注意 「 F 70 d または 
プ□ネア巨0 Oi と組み合わせて使用する場合のを意点 J をご覧ください。 
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増灯撮影 - m コードを使用する増灯撮影一 


TTL コードを巧用ずる増な撮影では、巧巧ずるカメラやスピードライトによ0機能や 
操作方法、接続方法び兵なりまずので、ほ巧ずるカメラやスピードライトの使用説明 
書をご覽ください。 

■TTL コードをほ用ずる増な撮影 

•ずべてのスピードライトの電源を OFF にして、 TTL 
増灯ター S ナル間を、 TTL 増巧コード SC -1 8/ SC - 
1白（別売り ^ p . eo ) を使用して接続してください。 

- S 巨-己日 DX は、 TTL 増灯夕ーミナルを備えていませ 
んので、 TTL 調光]-ド SC-17/SC-34 (別売り 
屈 P.6 日）を使用してくださし、。 


D ま意 SB -50 DX または SB -23 をスレーブスピードライトとして淀用ずる場合 

TTL コードを巧巧する増灯 撮影で、 S 目-已日 DX または S 巨-23をスレーブスピードライトと 
して使用する焉合、スタンバイ磯能び解除でをないため、撮影達中で S 巨-己日 DX または S 己- 
23の電源び日 FF になってしまラおそれびあります。したびって、スレーブスピードライト 
としての使用はおすすめでさません。 


〜馬 TTL コードを巧用する増灯撮影のま意点 

TTL コードを使用する増灯撮影の場含口ま、下記のスピードライトの （） の係数の合計び、 
温度20むの時は20、4ぴ C の時は13を超えない範囲の組み合わせで使用してください（係 
数1につき7日マイク□アンペアに相当します)。 

S 己 -S 曰 DX (1)、 S 呂-已 COX (1)、 SB-30 (1)、 SB-29s り）、 SB-29 り）、 SB-28 り）、 
SB-28DX (1)、 SB-27 り）、 SB-26 り）、 S 巨-2巳（1)、 SB-24 (1)、 SB-23 (4)、 
SB-22 (6)、SB-22S (6)、SB-21 (4)、SB-20 (9)、SB-17 (4)、SB-16 (4)、 
SB-l 己 （4)、SB-14 (1)、SB -11(1)、 SB-140 (1) 

力;ラのシンク□回路への電流び一定じ(上になると、発光後に次の発光びできなくなること 
びあります。この場合、すべてのスピードライトの電源を日 FF にするか、カメラに取り付け 
てあるスピードライトの電源を日 FF にした歡カメラか日取りがすと正常に戻ります。 


応用摄影 
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® 増灯撮影 


一増灯アクセサリーー 


増灯撮影を行ラ場合は、化要に応じて下記の増なアクセサリー{別亮り）を巧巧して 
<ださい。 


• スレーブフラッシュコント□-ラー SU -4 



• ブラケット SK -7 


-ワイヤレス増灯撮影日寺に、 S 巨-8日 DX 、 己 ODX 、 30政 
がのスピードライトを、スレーブスピードライトとして 
使用可能にします占3)。 



-増灯撮影時に力;ラと S 巨-日0日 X を水平に並べてセット 
でさるブラケットです。 

- TTUi 灯アダプター AS - l 日を使巧して固定してください。 


• TTL 調光コード SC-17 (約！.己 m) /SC- 吕 4 (約！.已 m) 

- S 巨-日日 DX を力;<ラか日離して TTL モードでの撮影や増灯撮影に使用します。取り付け 
用のネジ巧と2ケ所の TTL 増灯ターミナルを備えています。 DW -3 日、 DW -31 付きの F 己、ま 
たは DW ^ 日、 DW - 吕1付をの F 4 の場含は SC -24 を使用してください。 

• TTL 増灯コード SC-18 (約 l.Sm) /SC- 19 (約 3m) 

-冉 S -1 日や SC -] 7などの増灯ターミナルに接続して TTL 増灯撮影を行う場をに使用します。 

• TTL 増灯アダプター AS- 10 

- TTL 増なコードを使用した増口撮影時に TTL 増なターミナルを備えていないスピードライト 
をスレープスピードライトとして使用する場合に装着しますび、この目的で S 巨-己日 DX に使 
用することはおすすめできません （ SB - 日 ODX または S 巨-23をスレーブスピードライトとし 
て使用する場合已9)。 H 脚取り付け巧のネジ巧を備えていますので、ワイヤレス増灯撮 
影樹こ H 脚やブラケット SK -7 などに固定する場合に使用してください。 

- AS - 1日は3ケ所の TTUi 灯夕ーミナルを備えています。 
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効果的なスピードライト設置例 

増な撮該時に、マスタースピードライトとスレーブスピードライトの位 
置やち度を工夫ずると、より効果的なスピードライト撮該び行えまず。 



® 効果的なスピードライト設置例 

■バウンスをが用して自然な感じの撮影を巧5場合 

• 増灯撮穀時にスピードライトの光をバウンスさせることにより、撮影画面全体にスピード 
ライト光が回った自然な感じのスピードライト撮影が巧えまず。 

バウンスさせるスピードライトのセツト方まについて 
は、 P.44 の r バウンス撮影」をご覧ください。 

スピードライト内蔵カメラを使用する場合は、 P.4 日の 
巧巨-己 ODX と内蔵スピードライトの2な発光によるバウ 
ンス撮影」をご覧ください。 

マスタースピードライトのスピードライト光び強すぎる 
とバウンスによる効果び得にくくなりますので、減光板 
(屈 P.4 己）やワイドパネル知 P.21) などを装着して、 
スピードライト光を弱めてください。 


おお面（天井） 





通常のスピードライト撮影 
(内蔵スピードライトのみ） 


カメラ : F 80 D (絞り優先才ート、先幕シンクロ 
レンズ： AF ズームニッ]-ル38〜8日 mmF3.3 〜已.日白 


マスタースピードライト （巧蔵スピードライト) 
:スタンダード TTL 調光 
スレーブスピードライト （S 日-已日 DX) 

:スタンダード TTL 調光 


62 


















■被写体の影を弱めたり消したりずる場合 

•被写体のすぐ後ろに壁などがある場合に、通常のスピードライト撮影を巧ラと、強い影び 
出ることびあります。このような場合、スレーブスピードライトを背景に向けて発光させ、 
被写体の穀を弱めたり消したりずることができます。 

-スレーブスピードライトをマニュアルモード （S 巨- 
日 ODX の場合はワイヤレスマニュアルモード 
•^P.60) にセットします。次に、ガイドナンバー 
計算 （i^P.37) の撮影距離に、スレーブスピード 
ライトか5背景の壁までの距離をあてはめて絞りを 
算出し、得5れた絞りと同じ絞り、または1/3〜 

] 段絞って撮影を行ってください。また、背景の壁 
全体を白く飛ばす場合は、得日れた絞りよりも、2 
〜3段開けて撮影を行ってください。 

-使用するカメラび A、 巨、 C グループカ;><ラの場合 
(屈 P.32)、 調光補正（应 P.3 目）を+側に補正して 
撮影を行ってください。 




通常のスピードライト撮影 
(内蔵スピードライトのみ） 


カメラ： F 80 D (マニュアル、先幕シンク □) 
レンズ： AF ズームニッコール28〜8日 mm 
F3.3 〜已.巨 G 


マスタースピー ドライト（内蔵スピードライト) 
:スタンダード TTL 調光 
スレーブスピー ドライト （S 巨-己日 DX) 

:ワイヤレスマニュアルモード 
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® 効果的なスピードライト設置例 —つづき一 


■被写体の輪郭を強調ずる場合 

•人物撮穀などで、背をから被写体に向けてスピードライト光を強くお光させることで、被 
写体の輪郭を強調し、浮さ立たせることがでさます。 

■スレーブス ピー ドライトをマニュアルモード （S 己- 
已日 DX の場合はワイヤレスマニュアルモード应 P. 已日） 
にセットして < ださい。 

■使用する力;ラび A 、 巨、 C グループカメラの場含 
(屈 P.32)、 調光補正（屈 P.39) を+側に補正して撮影 
を行って < ださい。 





通常のスピードライト撮影 
(内蔵スピードライトのみ） 


カメラ： F8 日 D (マニュアル、先幕シンク □) 

レンズ： AF ズームニッ]-ル38〜8日 mmF3.3 〜已 .6 白 


マスタースピードライト （巧蔵スピードライト) 
:スタンダード TTL 調光 
スレーブスピードライト （S 日-已日 DX) 

:ワイヤレスマニュアルモード 
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■サイドがを中むとしたライティングを巧ラ場合 


•ホが線リモートコマンダー撮影 （*^P. 己 7) を巧うことにより、スピードライトをカメラ 
から外してサイド光を中むとしたライティングび行えます。 



マスタースピードライト (SW-9IR を装着した S 日-己日 DX) マっ々_スピ.ドラ イト 

:ワイヤレスモード（マルチエリア巨 L 調光） から SW-9IR をがした堤合 


スレーブス ピー ドライト （S 巨-己日 DX) 
:ワイヤレスオートモード 


画メモ複巧のスピードライトを巧用する場を 


スピードライトび被写体を照5す明るさは、スピー 
ドライトと被写体の距離の3乗に反比例します。イラ 
ストのよラに設置されたスピードライト A、 巨び、同 
機種（または同じ照射角とガイドナンバー）の場合 
は、スピードライト光のバランスび 「A: 巨ニド： 
2^二1:4」となり、スピードライト A はスピードラ 
イト己より4倍 （2 段分）明るく被写体を照 b しまず。 


I .し 
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® 効果的なスピードライト設置例 —つづき一 


■遠 < の被写付:までスピードライト巧を届かせる場合 

• 内蔵スピードライトや1灯のスピードライトだけでは十分な効果が得られない場合に、複 
数のスピードライトを併用ずることで、カメラから遠い位置にある被写体までスピードラ 
イト光を届かせることができまず。 



-スレープスピードライトは、イラストのよラに、マスタ 
-スピードライトの真横に設置してください。プラケッ 
卜 SK-7 (別売り应 P. 己日）を使用すると簡単に設置で 
さます。 

-複数のスピードライトを使用する場含の合成ガイドナン 
バーについては、 P.37 の「ガイドナンバー」をご覧く 
ださい。 




通常のスピードライト撮影 
(内蔵スピードライトのみ） 


カメラ : F 80 D (絞り優先才ート、先幕シンク □) 
レンズ： AF ズームニッ]-ル28〜8日 mmF3.3 〜已 .6G 

マスタースピードライト （SB-28) 

:スタンダード TTL 調光 
スレーブスピードライト （S 日-已日 DX) 

:ワイヤレスオートモード 
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資料編 



麵 SB -50 DX の取り扱いについて 


■ S 己- 50 DX をお手入れずる際のミち意 

• S 巨-己日 DX のお手入れは、プ□アーでゴ S やホコ U を軽く吹をもった後、柔らかい清潔な布 
で軽く拭いてください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴た5した柔5かい清潔な布で 
塩分を拭き取ってか日、乾いた巧で軽く拭いて乾かしてください。また、 S 巨-已日 DX の清ミき 
にシンナーやベンジンなどの有機溶剤を使用しないでください。製品を破損する恐れびあり 
ます。 

•まれに、プラシなどで表示パネルを巧いた場合に、静電気で表示パネルか点灯したり、黒く 
変色したりしますび、故障ではありません。しば!5くすると元に戻ります。 


■強い電波やお気を発生ずる場所は避けてください。 

• テレビ塔のような強い電波や磁気の発生する場所では、 S 巨-日日 DX び正常に作動しなくなる 
ことびあ0ますので注意してください。 


■風通しのちい場所に保管して < ださい。 

• カビや故障などを防止するために、風通しのよい乾燥した場所を選んで S 日-已日 DX を保管し 
て < ださい。 

.ナフタリンや憧腦の入ったタンスの中、磁気を発生する器具のそば、極度に高湿となる夏 
期の車内、使用しているストーブの前などに S 巨-己日 DX を置かないでください。故障の原 
因にな0ます。 

■極端なミ百度を化は避けて < ださい。 

• 温度差び極端となる所瞎い所か日急に隱かい所や、その逆となる所）に S 日-已〇 DX を持ち 
込むと、 S 己-已日 DX の内州こ水滴を生じます。 S 巨-已〇 DX をバッグやビニール袋などに入れ 
て、周囲の温度になじませてか5ご使用ください。 

■保管ずる隐は電池を取り出し、乾燥剤といつしよにしてください。 

• 長期間 S 巨-己 ODX を使用しないときは、電池の液漏れなどか日 SB- 已 COX を保護するために、 
S 巨-己 ODX か日電池を取り出して保管してください。 

-保管する隙は、 S 巨-已日 DX をポ U エチレン袋などに乾燥剤といっしよに入れておくとより 
安全です。ただし、皮ケースをビニール袋に入れておくと、変質することびあ0ますので 
避けてください。電池は高温、を湿となる場所を避けて保管してください。 

■乾燥剤（シリカゲル）は湿気を暇って効力びなくなりますので、とをどを交換してください。 
- S 巨-己 ODX を長期間使用しないまま放置しておくと、カビやコンデンサーの劣化など故障 
の原因となることびありますので、1力月に1度を目安に電源を入れて発光させてくださし、。 
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^ 電池の取り扱いについて 




(S) 

電池は幼児の手の届かないところに 

AS 

妻告 

おくこと 

万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに 


放置禁止 

医師と相談してください。 


■3 V リチウム電池 （ CR 123 A または DL 123 A タイプ）2本を使用し 
て < ださい。 

•電池は新品の 3VU チウム電池 CCR123A または DL123A タイプ）を3本同時に使用してく 
ださい。 

■大切な撮影に隙しては、早めに電池を交換するか、予備の電池を携行してください。 

■電池を入れるときは、 S 己- 50 DX の電源を OFF にしてください。 

•電池を入れるときは、 S 巨-己日 DX の電源を日 FF にしてから、 +- を間違いのないよラ正しく 
入れて < ださい。 

■電池の両極び汗や油などで巧れていると、接触不良の原因となります。乾いた巧でよく拭 
いてから使用して < ださい。 

■ほ温時には新しい電池を括用してくだをい。 

• 低温時に消耗した電池を使いますと、 S 巨-己 ODX び作動しなくなることびあります。 

•低温時に撮影する場合は、新しい電池を使用し、保温した予備の電池を用意して暖めなび b 
交互に使用してください。 

■低温時は、常温時より発光間隔び長くなり、発光回数も減みします。低温のために、一時 
的に性能び低下して使えなかった電池でち、常温に戻ると使える場合びあります。 
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® 故障かな？と思ったら 


■ SB -50 DX の表示パネルに警告表示などび点滅した場合や、 SB - 
已 ODX およびカメラのレディライトび点滅した場合などは、修理を巧 
巧される前に、次のことをご確認ください。 

•备グループカメラについては、 P.32 の rTTL/D-TTL モードでの撮影び可能な力方ラ」を 
ご覧 < ださい。 


菊[象カメラ 

表示の内容(症状） 

原因 

対処方法 

参照ぺージ 

各カメラ 

レディライトび 
点灯しない。 

電池の+—び逆になっ 
ています。 

電池を正し<入れ直し 
て < ださい。 

P.1 白 

電池び消耗しています。 

新しい電池に入れ直し 
て < ださい。 

P.1 白 

電源び自動的に 
日 FF になる。 

近接撮影時、ワ 
イドパネル表示 
び点滅する。 

ワイドパネルび未装着、 
あるいは確実に装着さ 
れていません。 

ワイドパネルを装着、 
あるいは確実に装着し 
て < ださい。 

P.48 

各カメラ 
(FE] 日をの 
ぞく） 

カメラのシャツタ 
ーボタンを半巧し 
した時、カメラの 
ファインダー内レ 
ディライトのみび 
点滅している。 

S 日-己日 DX (TTL/D- 
TTL モード時）び確実 
に取り付け5れていま 
せん。 

S 巨-己 0DX を確実に取 
り付けてください。 

P.19 

TTL/D-TTL 
モードでの撮 
影び可能な力 
メラ 

TTL/D-TTL モー 
ド時、 発光直後に 
レディライ 1- び約 
3秒間点ミ威する。 

フル発光しています 
(露出不足のおそれびあ 
ります)。 

絞りを開放側（かさな 
値）にセットするか、 
被写体に近づいて撮影 
してください。 

P.25 

スピードライ 
卜内蔵カメラ 

近接撮影時、内蔵 
スピードライト表 
示び点滅する。 

内蔵スピードライトび 
上びっています。 

内蔵スピードライトを 
下げて発光しないよう 
にして < ださい。 

P.48 

冉グループ 
デジタルー眼レ7 

田!田（デジタル 
一眼レフの場合 

は〇田田田）び点 

灯しない。 

非 CPU レンズび装着さ 
れています。 

CPU レンズを装着する 
か、他の発光モードで 
撮影してください。 

P.13 

P.29 

他の発光モードにセッ 
卜されています。 

マルチエリア己 L 調光に 
セットして<ださい。 

P.22 

測光モードびスポット 
測光にセットされてい 
ます （F90X シ U —ズ、 
F90 シ 1」ーズ、 F70D 
しが4を使用の場合)。 

測光モードをマルチパ 
ターン測光または中央 
部重点測光にセットし 
て < ださい。 

P.22 
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対象カメラ 

表示の内容(症状） 

原因 

対処方法 

参照ぺージ 

A グループ 
デジタ j レー眼レ7 

レディライト 
と^び点滅する。 

フル発光しています 
(露出不足のおそれびあ 
ります)。 

露出不足量の目安を参 
考に、絞りを開放側 
(ルさな値）にセットす 
るか、被写体に近づい 
て撮影してください。 

P.2 己 

己クループ 

田!固び点口し 
ない。 

非 CPU レンズび装着さ 
れています （F4 シ U — 
ズじ(外を使用の場合)。 

CPU レンズを装着する 
か、他の発光モードで 
撮影して < ださい。 

P.13 

P.29 



他の発光モードになつ 
ています。 

TTL- 己 L 調光にセットし 
て < ださい。 

P.22 



測光モードび TTL- 己 L 
調光で使用でをない測 
光モードにセットされ 
ています。 

測光モードをマルチパ 
ターン測光または中央 
部重点測光にセットし 
て < ださい。 

P.22 

E、F グループ 
(AS-17 を装 
着した F3 シ U 
-ズ、 FM3A 
をのぞく） 

カメラに取り付 
け電源を日 N にし 
た時 （TTL モー 
ド時）、カメラの 
ファインダー内 
レディライトび 
点;威 9' る。 

カメラに入れたフィル 
ムのに日感度、または 
カメラにセットした 
IS 日感度び高感度側に 
フィルム（撮像）感度 
連動範囲外です （FA は 
低感度側の場合ち警告 
します)。 

に日感度びフイルム（撮 
撒）感度連動範囲内のフ 
イルムを使巧、または力 
メラにフイルム（撮傲） 
感度連動範囲内の旧日感 
度をセットするか、マニ 
ュアルスレ発光撮影を行 
つてください。 

P.19 

P.3 己 

F グループ 
(AS- 17を装着し 
た F3 シ U — ス、 
忙2、 FG をのぞく） 

カメラのファイ 
ンダー巧レディ 
ライトのみび点 
滅している。 

TTL モード時、シャッ 
タースピードび M90 や 
M2 己日、巨1こ七ツトさ 
れています。 

シャッタースピードを 
M9 日や M2 已〇、巨じ(外 
にセットして < ださい。 


FM3A 

NewFM2 

カメラのファイ 
ンダー巧レディ 
ライトのみび点 
滅している。 

シャッタースピードび 
同調シャッタースピー 
ドより高速側にセット 
されています。 

シャッタースピードを 
同調シャッタースピー 
ドまたは同調シャッタ 
ースピードより低速側 
にセットして < ださい。 


TTL/D-TTL 
モードでの撮 
該び可能でな 
い力;ラ 

カメラのファイ 
ンダー巧レディ 
ライトのみび点 
滅している。 

S 日-己日 DX び TTL モード 
にセットされています。 

マニュアルフル発光に 
セットしてください。 

P.19 

P.3 己 
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® 故障かな？と思ったら -っづき一 


■マイク□コンピュータの特性 

• S 巨-己日 DX の制御は、主にマイク□コンピュータによって電子的に行われています。マイク 
□コンピュータの特性として、極めて稀に、十分容量のある電池び正しく装慎されていても 
S 巨-己 0 日 X び正しく作動されなかったり、異常な表示び出たりすることびあります。このよ 
ラな場合は、電源を日 N にしたまま電池を入れ直し、作動させてください。 


■表示パネルの異常表示 


r 、レ 



• 表示パネルの照射角表示に--び点滅した場合は、照射角 
びセツトで去ません。 

•上記のよラな状態になった場合は、 S 巨-己日 DX 、 カメラ 
とも電源を日 FF にし、 S 己 - 日日 DX をカゾラか 5 取り外し 
てをラー度取り付け直し、 S 日-己日 DX 、 力六ラとを電源 
を日 N にしてみてください。この操作を行ってち改善され 
ない場含は、当社サービス部門にお問し、合わせくださし、。 


■表示パネルの ZOOM と mm の点滅について 

• F7 日 D またはプ□ネア日 OOi を組み合わせて 9 巧発光撮影 
(屈 P.4 己-己 8) を行ラ場合、表示パネルの ZOOM と 
mm び点滅しますび異常ではありません。 P.46 の注意 
rF7 日 D またはプ□ネア6日日 i と組み合わせて使用する場 
合の注意点」をご覧< ださい。 

• F8 日シ U -ズおよびニコン M2 と組み合わせて 2 灯発光撮 
影を行う時、極めて稀に、才ートパワーズーム（屈 P ぶ日） 
び正しく作動しないことびあります。このような場合は、 
表示パネルの ZOOM と mm び点滅して警告しますので、 
S 日-己 ODX の電源を OFF にし、をラー度日 N にしてくだ 
さし、。 
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^ア フタ—サ—ビスと保証に ついて 

■この製品についてのお巧いさわせは 

ご意見、ご質問はこコンカスタマーサポートセンターでお受けしております。 

• こコンカスタマーサポートセンターにつきましては、使用説明書裏面をご参照く 
ださい。 

■修理を依巧される場合は 

ご購入店、または当社サービス機関にご依頼ください。 

•ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を巧頼することがでさない場合は、最寄 
りの販売店、または当社サービス機関にご相談ください。 

• 当社サービス機関につをましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

■巧!修用性能部品について 

S 臣-已日 DX の補修用性能部品の保有期剧ま、製造打ち切り禮已年間を目安としています。 
• 補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

•修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただをます。なお、部品保有期間経 
過後におをましてち、修理可能な場合もあ0ますので、ご購入店、または当社サ 
ービス機関へお問い合わせください。 

•水没、火災、落下等による故障、または破損で全損と認められる場合は、修理が 
不可能とな0ます。なお、この故障または破損の程度の判定は、当社サービス機 
関にお任せくださし、。 

( -製品の保証について-^ 

①この製品には r 保話書」がついていますのでご確認ください。 

感保証書はお買い上げの際、ご購入店からお客様に直接お渡しすることになって 
います。 

「ご購入者氏名」および「ご住所」「購入年月曰」「購入店名」がすべて記載さ 
れた保証書をお受け取りになり、内容をよくお読みのラえ、大切に保管してく 
ださい。 

感保証規定による保話修理は、ご購入曰から]年間となっております。 

「保証書」をお受け取りになりませんと、上述の保証修理がお受けになれない 
ことになりますので、もしお受け取りにならなかった場合は、ただちにご購入 
店にご請求ください。 

® 海外での保証内修理は領収書の提示を巧められることげありますので、保証書 
とともに領収書の携行をお願い致します（領収書のない場合は有料となる場合 
があ D ます)。 

感保証期間経過禮の修理は、原則として有料となります。また、運賃諸掛かりは 
お客様にご負担願います。 

® 保証期間中や保証期間経過禮の修理、故障など、アフターサービスについてご 
不明なことがございましたら、ご購入店、または当社サービス機関へお問い合 
わせ < ださい。 
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^i±m 


形式 

ガイドナンバー 
(ISO 100 - m) 


直列制御方式 TTL 自動調光スピードライト 


倍〇感度100 ‘ マニュアルスレ発光時 


照射角 

14mm 

24mm 

28mm 

3已 mm 

己 0mm 

ガイドナンバー 

12 

] 呂 

20 

22 

26 


•1/3 日日高速シンク□時のガイドナンバーは P.37 をご覧くださし、。 

照射角度 4段階（ワイドパネル使用閒ま 14mm に固恐に切り換え可能 


ズームセツ ト位置 

照射角 



垂直方向 

水平方向 

14mm 

(ワイドパネ滕用時) 

1 4mm レンズの画角をカバー 

呂7- 

106° 

24mm 

24mm レンズの画角をカバー 

6日。 

78。 

28mm 

28mm レンズの画角をカバー 

已3。 

70。 

3己 mm 

3百 mm レンズの画角をカバー 

4已。 

白ぴ 

已 0mm 

日日 mm レンズの画角をカバー 

34。 

4己。 


閃光時間 約]/18日0秒（マニュアルフル発光時) 


ソフツシユへツ 

ドの回転角度 
電源スイッチ 


上方向9ぴ〜正面〜下方向18。（上方向白ぴ、7已\已ぴ、正面、下方向 
18。位置にクリックあり） 

ON/OFF の切0撰え式 


発)じ 


日 N/ 日 FF ボタンを約0.3秒間巧す操作により電源の日 N/0FF 
• スタン J くイ機能により S 巨-己日 DX の操作をしないまま約4日秒間経過す 
ると電源は自動的に日 FF 

モード MODE ボタンによる切り撰え 


皿田 

TTL モード 

7ルチェ1」ア BL 調光 

皿固 

TTL- 巨 L 調光 

皿 

スタンダード TTL 調光 

D 皿田 

D-TTL モード 

□マルチェ U ア巨 L 調光 

D 皿固 

簡易 D-TTL- 巨 L 調光 

D 皿 

スタンダード D-TTL 調光 

岡 

マニュアルスレ発光 


使用電池 3VU チウム電池 CR] 23A または DL123A タイプを2本使用 


微間隔/ 
発光回数 
(マニュアル 
フル発光時) 


最短発光間隔：電池初期で約3.日秒 
発光回数と発光間隔： 3.己〜3日砂で2己0回に(上 

(アクティブ補助光-オートパワーズーム-表示パネルのイルミネーター非 
使用晚 


アクティブ 被写体び低輝度時にはオートフオーカスによるピント合わせを可能にするた 

補助光 めの補助光を自動照射（才ートフオーカスカ;<ラのみ） 
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レディライト 

点な：充電完了時 

点滅：フル発光時の露出警告 （ TTL モード時） 

FLASH ボタン 

テスト発光可能 

• スタンバイ機能による電源自動日 FF 時に押すと電源日 N 

ワイドパネル 

焦点距離] 4 mm のレンズの画角をカバー 

減光板 

2灯発光（バウンス）撮影時に内蔵スピードライトに装着 

サウンドモニタ 

ワイヤレス増灯撮影時にブザー音1回：充電完了 
ワイヤレスオート増な撮影時にブザー音2回：正常発光 
ワイヤレスオート増灯撮影時にブヴー音約3秒間：フル発光警告 

ワイヤレス 

ワイヤレス増な撮影時にマスタースピードライトの発光を検知 

スレープ 

ワイヤレスモード 応答可能距離 

センサー感度 

ワイヤレスオート 約 7 m 


ワイヤレスマニュアル 約 40 m 

赤がパネル 
SW -9 IR 

赤外穂リモートコマンダー撮影時にフラッシュへッドに装着 

□ックレバー 

□ックプレートによりアクセサ U —シューか b の脱落を防止 

表 7 K / てネル 
イル S ネーター 

イルミネーター/ SLAVE ボタンを巧すごとに点灯-消灯（点灯か5約1巨秒 
後に自動消灯） 

背面表示 

蓄光性塗料を使用 

大きさ 

約目 3 mm C 幅） X 1 07 mm (高さ） x ] 日已 mm (奥行） 

質量厘さ） 

約23已客（電池を除く） 

付属品 

ソフトケース SS -50 
赤外八ネル SW -9 IR 


資 

料 

編 
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O 索引 


■五十音順 

•操作ボタン-レバーおよび表示等は、各部の名称（应 P.1 日）表示パネル（屈 P.12) をご覧 
<ださい。 


をお y 1 /3日 OTTL 高速シンク □......... P .37 

入獻2灯発光撮影 . P . 已8 

2な発光（バウンス）撮影 ..... .... P .46 

3□-マルチ BL 調光.. ..... P .29 • 30 

臣 L 調光 . P .29 

CPU レンズ ..... .. P .13 

D -3 D - マルチ臣 L 調光... ... P .29 • 31 

D - TTL モード . P .29 • 31 

D - マルチ目 L 調光 ... P .29 • 31 

D - マルチエリア臣 L 調光 . .... P .29 

D タイプレンズ . P .13 

白タイプレンズ.………. . P .13 

TTL - 臣 L 調光.. .......... P .29 - 30 

TTL 調光距離範囲 . P .2 已 

TTL モ ー K . P .2 曰•吕〇 

去 アクティブ補助光 . P .40 

の イル S ネーター....….. .. P .12 

オートパワーズーム………… . P .20 

み、 ガイドナンバー..… ... . P .37 

の ガイドナンバー計算 . P .37 

近接撮影 . P .47 

合成ガイドナンバー.. . P .37 

簡易 D - TTL - 目1_調光 ..... P .29 • 31 

簡易 TTL - 臣 L 調光 . P .29 • 30 

A 絞り優先オート （ A ).... P .28 

C シャツター優先才ート （ S ). P .28 

照射角.……..…..…. ... . P .20 

シンク□モード... ... P .24 

スタンダード D - TTL 調光 . P .2 目 • 31 

スタンダード TTL 調光..…..…..…..…..…..…..…..…..…..…. . P .29 • 30 

スタンバイ機能…….. . P .17 

スポット測光 . P .33 
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スレーブスピードライト . P .52 

赤外線 U モートコマンダー撮影 . P . 已7 

増打撮影 . P . 已〇 

測光モード . P .33 

中央部重点測光 . P .33 

ゾー 蓄光性塗料 . P .10 

調光補正 . P .39 

デジタルデータ通信 . P .20 

同調シャッタースピード . P .22 

f 十 バウンス撮影 . P .44 

か 発光モード . P .29 

半押しタイマー . P .17 

非 CPU レンズ . P .13 

プ□グラムオート （ P ). P .22 

マこュアル（露出/ M ). P .28 

マルチェ U ア BL 調光 . P .29 

マルチ目 L 調光 . P .29 • 30 

マルチパターン測光 . P .22 • 33 

モニター発光 . P .31 

た 麗出補正 . P .38 

ご 麗出モード . P .22 • 33 

わ ワイヤレスオート増巧撮影 . P .52 

イ J ワイヤレスオートモード . P . 已3 

ワイヤレス増好撮影 . P .52 

ワイヤレスマニュアル増口撮影 . P . 已日 

ワイヤレスマニュアルモード ..... P . 已6 

ワイヤレスモード . P .51 •已2 •已已 
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■アフターサービスのご案内 


Nikon 


♦サービス部では、修理品の直接受け付けならびに受け渡しに関する業務は行っておりません。 

■使い方に関するお問い合わせのご案内 

广 

ニコンフィルムカ分ラ、交換レンズ、アクセサリーの使い方に関するお問い合わせ 
をお受けしておりまず。 

くニコンカスタマーヴポートセンター> 

0570 - 02-8000 

fesS !® 市内通話料金でご利用いただけます。 

ナビ 3 Y 付レ胚 

全国共通電話番号 r □日70-02-8000」にお電話を頂き、音声によるご案内に従い 
ご利巧の製品グループ窓□の番号を入力して頂ければ、お問い合わせ窓□担当着 
よりご質問にお答えさせて頂をます。 

営業時間 9:30〜18: 日 0 (± •日曜日■祝日を除く毎日） 

-このほか年末年始、夏期休暇等、休業する攝合びあります。 

携帯電話、 PHS 等をご使用の場合は、 03- 已 977-7033 におかけくださし)。 

FAX でのごネ目談は、 03- 已目 77-74 日日に おかけくださし、。 


株式会社= 3 > 

ニコ >力乂ラお売株式を社 
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